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⾥ 2020 ೧  ౕ国ࡏεンϛジΤムʀセϝψー概要────────────── 

性の߶͏学ࡏ的なϗンφをΨンランͲ࠷ 
 2020 年度は新型コロナ感染֨⼤のため、イϗントはオンラインでの開催を༪ٓなくされた。しかしジ
ェンダー研究所がകってきた国際研究交流の実にخͰき、国際シンポジウムを 2 ݇開催することがで
きた。⼀つはόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ジェンダー研究センνーとジェンダー研究所の国際ڠ同研究プロ
ジェクトʤINTPART-IGS プロジェクトʥの⼀として、όルウェーのジェンダーฑ等のࡑり๏を൹的
にৄݗしたʰฑ等国Պόルウェーのʰγクセスストーリーʱɦ。もう⼀つは、ジェンダー研究所がνイの
ΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学ʤAITʥと࿊携して 2001 年から実施している国際教育プログラムʰAIT ワークシ
ョップʱが 20 年をܶえることをى೨し、そのқٝをߡえるʰ開・教育・ジェンダーʱである。さら
に研究所所の研究者らは、各ࣙのҮの研究成果と国際的なϋットワークを⽣かし、進的で多
なτーϜのセミナーを࠾ 10  。ったߨと٠をࠄժ・コーディϋートし、性の⾼いๅة、݇

オンライン開催であったことから、国内外から例年をえる多数のࢂՅ者をܶえることができ、国内
外の研究ϋットワークの構とジェンダー研究のఴに߫ݛすることができたといえる。 

IGS क࠷ 国ࡏεンϛジΤム 
ϗンφ໌ ࢂল 

国際εンϛジΤϞ（,173$57�,*6 ϕϫジェέφ） 

The Egalitarian Norway: Scrutinizing the ‘Success Story’ 
ฑ等国Պόルウェーのʰγクセスストーリーʱ 

45 น 

国際εンϛジΤϞ 
$,7 ワークショップ 20 年ى೨シンポジウム 
開・教育・ジェンダー 
Development, Education, and Gender 

48 น 

IGS क࠷ IGS セϝψー 
ϗンφ໌ ࢂল 

,*6 ιϝψー（ਫ਼৫ҮεϨーθ） 

Data Reporting as Care Infrastructure: Feminist Approaches to ART Registries 

ίΠのインフラストラクοϡʗとしてのྡজデーνๅࠄ 
⽣৫ึঁٗढ़ʤ$57ʥのྡজ݃果登に対するフェミωストΠプローο 

51 น 

,*6 ιϝψー 

ธ国移؇理Ϫジーム下でのトランスナショナルなऀ会ۯ間の࠸ฦ 
ϟΫシコଞཚड़ਐ移とՊଔのジェンダーԿされたʰಕಛ的ʱにして 53 น 
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IGS क࠷ IGS セϝψー 
ϗンφ໌ ࢂল 

,*6 ιϝψー（ਫ਼৫ҮεϨーθ） 
Family Building by Donor Conception and Donor-linking 
ڛ精⼦・ڛཝ⼦によるՊଔͰくりとドナーリンΫングʤ݄ԓ者୵しʥ 55 น 

,*6 ιϝψー 
ϲΟージωΠ・ウルフのフェミωθム 
 Ԣݼ代ೖ本とのݳ
 

57 น 

,*6 ιϝψー 

ʲՊ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ 
59 น 

,*6 ιϝψー（ਫ਼৫ҮεϨーθ） 

 ߃教育と⼥性の⽣֖の݊ܨ⽉
 

62 น 

 

,*6 ιϝψー（学಼ݸఈ） 
ダナ・ύラウェイのフェミωθム 
 64 น 

,*6 ιϝψー 

ϔリτンにお͜るフランスַໍ૬ 
バーク YV ウルストンクラフト 66 น 

,*6 ιϝψー 

インドϋシΠでՊ事࿓ಉ者をૌ৭Կすること 
Organizing Domestic Workers in Indonesia 68 น 

,*6 ιϝψー 

Gender Matters㸸Being a Foreign Academic in Japan 
ೖ本の⼤学にお͜る外国ਕ⼥性教ҽのΠイデンτィτィ理ʁジェンダーの؏
点から 

70 น 
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,*6 主催 ,*6 研究会 

イϗント名 ࢂল 

,*6 研究会 

,*6 研究ڢ⼒ҽ研究ๅࠄ会 
72 น 

 
,*6  催イϗントڠ

イϗント名 ࢂল 

⽯井クンツ昌⼦名誉教授 ࠹शٝߪ 

私のポジτィϔՊଔऀ会学 
ೖธの研究・教育⽣活 74 น 
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▶ 2020 ೧ౕ क࠷国ࡏεンϛジΤムࡋ─────────────── 

IGS 国ࡏεンϛジΤム（IN73$57-IGS プロジェέφ） 
7Ke EJDOitDriDn NorZD\� SFrutini]inJ tKe dSuFFess Stor\b 

（ฑ国ՊόϩΤェーの「γέιススφーϨー」） 
 

ʴೖ時ʵ2020 年 11 ⽉ 30 ೖʤ⽉ʥ17:00~18:30ʤೖ本時間ʥ 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴخ調ߪԍʵ 

プリシラ・リングローθʤόルウェーՌ学ٗढ़⼤学教授ʥ 

ʴディスカッγントʵ 

୫ཇ⼦ʤ IGSރ 所⻑／お茶の⽔⼥⼦⼤学教授ʥ 

নీデϪクʤお茶の⽔⼥⼦⼤学国際教育センνー／グローバルリ
ーダーシップ研究所ࢥߪʥ 

ʴパϋリストʵ 

グロ・コースωス・クリスτンセンʤόルウェーՌ学ٗढ़⼤学教授ʥ 

シリ・ΦイスϪϚ・λϪンセンʤόルウェーՌ学ٗढ़⼤学教授ʥ 

ʴ࢚会ʵઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ開会ѭࡲʵ 

インΪ・M・W・ωーύϜルʤளೖόルウェー⼤࢘ʥ 

佐々⽊泰⼦ʤお茶の⽔⼥⼦⼤学理事・副学⻑、グローバル⼥性リーダー育成研究機構⻑ʥ 

ʴ閉会ѭࡲʵ 

⽯井クンツ昌⼦ʤINTPART プロジェクトお茶⼤代න、IGS ཱི、ҽ研究ҽ、お茶の⽔⼥⼦⼤学名誉教授ٮ
教⼤学ಝ任教授ʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ後ԋʵόルウェー⼤ؙ࢘ 

ʴ⾔ޢʵೖӵʤ同時通༃ʥ 

ʴࢂՅ者数ʵ110 名 

ʴटࢭʵ 

 όルウェーはࣙଠともにめるฑ等進国である。ೖ本をめジェンダーฑ等国際指ඬランΫングॳ
Ғのఁ໐が続く国々は、όルウェーから学΄く、その策度の研究を進めている。しかしその⼀๏
で、όルウェーのジェンダー研究者たちは、そのʰγクセスストーリーʱを൹的にৄݗし、ฑ等主ٝ
という国Պ的理೨のཬで⾒過ごされているͽͥみにを向͜たੵを進めている。όルウェーとೖ本の
ジェンダー研究者の対から、これからのグローバルऀ会がめ͡す΄きジェンダーฑ等のあり๏を୵る。 
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ʴ開催ๅࠄʵ 

2020 年 11 ⽉ 30 ೖʤ⽉ʥ国際シンポジウムʰฑ等国Պόルウェーのʰγクセスストーリーʱɦ がオンライン
開催された。本シンポジウムは、IGS がόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥのジェンダー研究センνーとڠ同
実施している INTPART プロジェクトの⼀である。開会ѭࡲでは、όルウェー⼤ؙ࢘のωーύϜル⼤࢘、本
学の佐々⽊副学⻑より、プロジェクトについてのઈや成果に対する期待がफ़΄られた。 

NTNU のプリシラ・リングローθ教授によるخ調ߪԍのνイトルはʰόルウェーのジェンダーฑ等ʁ
進ఴとパラドクス 。ɦ国Պフェミωθムをਬ進し、ଠ国がඬとするようなジェンダーฑ等Ϫϗルをୣ
成しているόルウェーにも、まだ解決に向͜た取りૌみを必要とする課題はঙなからͥあり、また、ジ
ェンダーฑ等ୣ成の過ఖで⽣ͣた新しい課題もある。 

όルウェーが理とするՊଔ形態は、の๏がフルνイムの事を࣍ちかつ同等に⼦育てに携わる、デ
ϣΠル・ίΠラー・デϣΠル・ワーカー・Ϡデルである。⼥性の就࿓ིは 75ˍでʤೖ本は 70.9ˍʥ、⼥性の所
ಚは性の 86ˍと所ಚ֪ࠫはঙないʤೖ本は 74.3ˍʥ。の育ٵࣉՍ取ಚིは 70ˍʤೖ本は 7.48ˍʥ。Պ事
にඇやす時間は⼥性が 1 ೖ 3 時間 47 であるのに対し性は 2 時間 22 ʤೖ本は⼥性が 3 時間 28 、性
44 ʥであることから、就࿓やՊ事のでのジェンダーฑ等はかなりのୣ成度いである。 

そして、όルウェー国内では、さらなるジェンダーฑ等が௧ٶされている。⼥の就࿓状況をよくみ
ると、⼥性はޮڠ෨、性は間෨というジェンダーԿがଚࡑする。また、৮झについても、⼥性
は教育、ฯ݊、ߨに多く、性はଆ、ݒ、༎ૻに多い。同༹の傾向は、⼤学のߊમ
のҩいにもみられる。⼤学は、もともと⼦学⽣が多い学ܧのコースに⼥⼦学⽣をଁやす⼒をする
などし、⼀定の成果を上げてきている。しかし、それとはٱに、もともと⼥性が多いに性がଏを
ಁみ⼊れる例は、あまり多くないのが実である。 

όルウェーのڠಉきのՊଔϠデルのഐܢには、⼥性移ेՊ事࿓ಉ者のଚࡑによる、ఽ౹的かつ
となっているࡑの⼀ֱをなすଚする。ۛ年、移ਕࡑというパラドクスがଚࢊ⽣࠸的な࿓ಉ業のڅ
のが、όルウェーのՊఋでಉくクリーナーや、े みࠒみで⼦どもの世やՊ事を⼿ఽうオーϘΠである。
この⼥性࿓ಉ者たちが、ੴながらの⼥性の事を੧͜ෝってくれるおかげで、όルウェーが理とする
ՊଔϠデルが実ݳされているのだ。この新しい࢘༽ਕڅが、新たなジェンダーԿ、څԿを⽣ͣさせ
ているといえる。 

19〜20 世نにか͜て、όルウェーは、国内のঙ数ଔに対して、ک的かつࠫพ的な同Կ策、όル
ウェーਕԿ策を実施した。21 世نに⼊り、ැはこの策がଔグループおよびݺਕにおよぼした影
響を調査するҗҽ会をཱིち上げた。過ڊのόルウェーԿ策をൕし解を進める動きである。しかし
その⼀๏で、ۛ年の移Ϝイόリτィに対し、όルウェーਕが༙ڠするՃ؏やऀ会وに同Կするこ
とを期待する෫ொがある。いわͻ、新しいόルウェーਕԿ要੧である。ここには௩྿なパラドクスがあ
ると、リングローθࢱは指ఢする。όルウェーのฑ等主ٝの前では、ଠのชԿ、ಝにイスラム教国など
༺以外の国のड़ਐ者のชԿは྾っているとみなされるのだ。 

リングローθࢱのخ調ߪԍをण͜て、ディスカッγントのރ୫ཇ⼦ IGS 所⻑／お茶の⽔⼥⼦⼤学教
授からは、όルウェーが実ݳした度的・ชԿ的なऀ会รԿに点を当てたコϟントがफ़΄られた。 

όルウェーは、国Պのқ思決定への⼥ฑ等のΠクセスをک調する国Պフェミωθムをܨて、今ೖの
40ˍの⼥性٠ҽׄをୣ成している。これに対してೖ本の衆٠Ӆの⼥性٠ҽׄは 9.9ˍ。このような
ཱི๑ැにお͜る⼥性の代න性のఁさが、例えͻ、મ的พੑのݗ౾など、⼥性の不利ӻを解ভする
ための度策定の٠に、⼥性のがॉൕӫされないݬҾとなっている。また、数ঙない⼥性٠ҽの
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中には、性༑ҒのՃ؏を代නするような⾔をする者もまれているという難しさもある。さらに
は、度だ͜ではऀ会รԿをًこすにはॉではない。ރ୫ࢱは、⼿い育ٵࣉ業度がଚࡑするにも
関わらͥ、ೖ本にお͜る性の育ٵࣉ業取ಚがఁい⽔६にཻまっているのは、Պ事・育ࣉは⼥性の事
であるというࣟがいまだにऀ会で広く༙ڠされているという、ชԿ的な課題にًҾすると指ఢした。 

ชԿනেを研究するރ୫ࢱは、όルウェーのܸࡠՊイプセンが 1879 年にනしたʲਕ形のՊʳを例
に、όルウェーのジェンダーوのชԿのรԿをઈした。̡ ਕ形のՊʳにඵかれているのは、当時のό
ルウェーのՊ⻑的なジェンダーوで、それは今ೖのฑ等に重点をおくジェンダーوとは⼤きく
ҡなっている。ここから、όルウェーにおいてชԿ的なรԿがあったことはらかである。そして、こ
のようなชԿ的รԿは、どのようにしてもたらされたのかʃという࣯が౦げか͜られた。 

続いてনీデϪクお茶の⽔⼥⼦⼤学ࢥߪからは、h ฑ等ʱとh ޮਜ਼ʱという֕೨のҩいという視点から
のコϟントがफ़΄られた。ฑ等についてߡえる際に重要なのは、݃果のฑ等というޮਜ਼の実ݳであろう
という指ఢである。そして、国際教育と移研究に携わるཱི場から、ೖ本にお͜る移Պఋのジェンダ
ー状況と⼦どもたちの学ߏ教育にお͜る課題をๅࠄした。 

学ݳߏ場でときおりซかれるのは、どの⼦もฑ等にѽう、というฑ等の理೨であるが、そこには݃果
のฑ等というޮਜ਼の֕೨がܿ͜ている。そのため、ೖ本ޢ指導などಝพなࢩԋが必要な、移Պఋの⼦
どもたちへのγポートのै実に、学ߏଈがভۅ的になることもある。また、ࢩԋが必要なのは、⼦ども
たちだ͜ではない。 

を担当するというఽ౹的な性พༀࣉがՊఋでՊ事・育࠼外国ਕのड़ਐ国のชԿに、が外でಉきཻࡑ
ׄ業がࠞکくっていると、ೖ本に移ेした後も、その形はң࣍される。しかし、࠼はࡃܨ的な理༟
からಉきにड़ることも多く、Պఋ内外の事という್重のෝ担がکいられることになる。⼦どもたちの
学ߏ教育に関わるのも࠼が中ৼとなるが、ೖ本の学ߏชԿはࣙ国のそれとは⼤きくҡなっており、理解
するのが難しい点も多い。⽣ైにోされるプリントの内容をॉには理解できͥ、学ߏで必要なಕ۫を
、たちからࢥҾで、教ݬ事へのड़ੰができなかったりする。これがߨ、たせることができなかったり࣍
教育に関ৼがないとか、⾮ڢ⼒的であるとみなされることにもなる。୯にঁ͜をٽめたらྒྷいのかもわ
からͥ、⼦どもをབりにすることになる。このような外国のや⼦どもが抱える困難の実態につい
ては、ೖ本ではあまりஎられておらͥ、研究もまだ進Ξでいない。 

নీࢱは、ೖ本はόルウェーから学΄ることも多くあると思うが、重要なのは、ೖ本の実をಁまえ
た策や๏๑を⾒いだすことであろうとफ़΄た。όルウェーの移ਕが 18.2ˍであるのに対し、ೖ本
のそれは 2.3ˍと決して多くはないが、そのϜイόリτィがしている課題にもを向͜、解決に取
りૌことが、ೖ本がฑ等国Պになるಕ۔であろう。όルウェーにお͜るฑ等の֕೨はどういうもの
かʃとの࣯で、コϟントはగめくくられた。 

࣯ٛԢには、NTNU のグロ・コースωス・クリスτンセン、シリ・ΦイスϪϚ・λϪンセンのྈ教
授がՅわり、ރ୫ࢱとনీࢱからの࣯とࢂՅ者からの࣯に、ೣなԢがなされた。࠹後に、プロ
ジェクトのೖ本ଈ代නを務める⽯井クンツ昌⼦教授から、όルウェーとೖ本のジェンダーฑ等状況は⼤
きくҡなるようにみえるが、改めてྈ者を⽐較し、๏が新たな⾒をすることが、さらなるジェンダ
ーฑ等のਬ進にر༫するであろうという、本シンポジウムةժのેخとなっているプロジェクトのқٝ
がफ़΄られ、シンポジウムは閉ປした。 

ඔʤIGSޮݬ担当ʁ٤ى ಝ任リγーοフェローʥ 
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IGS 国ࡏεンϛジΤム 
$I7 ϭーέεϥρプ 20 ೧ى೨εンϛジΤム 
ʀ教育ʀジェンダー 
'eYeOoSPent� EduFDtion� Dnd Gender 
 

ʴೖ時ʵ2021 年 2 ⽉ 1 ೖʤ⽉ʥ16:00〜18:00 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴๅࠄʵ 

ʰAIT ワークショップを৾りศってʱ 

൚井広ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 

ೖ下෨ښ⼦ʤΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学教授ʥ 

ʰAIT ワークショップからಚたものʱ 

⼤ྪ༟يʤޮӻࡔ๑ਕϤϋスコ・ΠジΠชԿセンνー プログ
ラム・オフィγーʥ 

λン・οϡンフイʤΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学ദ࢞課ఖʥ 

ʴߪԍʵ 

ຓ⼦ʤNPO⼤ ๑ਕGender Action Platform 理事／関学Ӆ⼤学૱
 ジェンダー・ΠドバイδーʥࢤԮݟށҽ教授／ฎٮ策学෨

ʴコϟントʵ 

⾼নߵʤ国際خಞ教⼤学上څ०教授ʥ 

ʤIGSܛ࢛ڰ⼤ ०教授ʥ 

ʴ࢚会ʵ 

ฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴѭࡲʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ⾔ޢʵೖӵʤ同時通༃ʥ 

ʴࢂՅ者数ʵ77 名 

ʴटࢭʵ 

 お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究センνーʤݳジェンダー研究所ʥがΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学ʤAITʥと
࿊携して始めた国際教育プログラムである AIT ワークショップが、2020 年度で 20 年となることをى೨
してシンポジウムを開催した。AIT ワークショップを担当した教ҽやࢂՅしたӅ⽣らが、20 年にٶิみ
を৾りศり、ジェンダー主流Կなどがごの⼤ຓ⼦ࢱのߪԍとともに、この AIT ワークショップのқ
ٝをߡえる機会とした。  
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ʴ開催ๅࠄʵ 

 2021 年 2 ⽉ 1 ೖʤۜʥ、国際シンポジウムʰ開・教育・ジェンダーʱを開催した。これは、ジェン
ダー研究センνーʤݳジェンダー研究所、以下、IGSʥがΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学ʤAITʥと࿊携して始め
た国際教育プログラムである AIT ワークショップが、2020 年度で 20 年となることをى೨したもので
ある。 

 まͥʰAIT ワークショップを৾りศってʱと題したコーナーでは、ࡑݳ、AIT ワークショップの౹ׇ
を担当している൚井広ʤお茶の⽔⼥⼦⼤学 IGSʥから、IGS が主催してきたワークショップのプログ
ラム֕要や、年度ຘのτーϜ়ղ、プログラムのқٝなどのๅࠄをߨなった。࣏に AIT ଈの౹ׇである
ೖ下෨ࢱ⼦ښʤΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学ʥが、AIT と IGS がこのワークショップを実施することでڠにิ
Ξだ 20 年を৾りศり、そのқٝと成果をๅࠄした。まͥ AIT と IGS との関わりのྼ࢛として、このワ
ークショップにはྼ代のジェンダー研究センνー⻑が関わっていたこと、ྈ⼤学とも国内初のジェンダ
ー研究・⾼等教育機関であり、⼤学Ӆ⽣同࢞、あるいは教ҽとの交流が、ୱなる交流事業にとどまらͥ、
౨ښとバンコクをフィールドにした、研究教育を主眼にした学びいの場としての重要性があったこと
などがๅࠄされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にʰAIT࣏  ワークショップからಚたものʱと題したコーナーでは、AIT ワークショップにࢂՅした 2

名がそのݩܨとқٝをޢった。まͥ⼤ྪ༟ࢱيʤϤϋスコ・ΠジΠชԿセンνーʥは、ड़前の事前६
ඍでणߪしたフィールドワーク๏๑ԍसでのஎ⾒をバンコクで実ભできたことや、AIT での授業やセ
ミナーで、AIT Ӆ⽣や教ҽとの٠やঁ⾔で、研究τーϜがめられたことなどがๅࠄされた。λン・
οϡンフイࢱʤΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学ʥからは、౨ښでのフィールドワークを中ৼに、ҡชԿରݩをし
つつ、ࣙਐの研究τーϜである性性の研究をめられたことがๅࠄされた。 

ʤNPOࢱ⼦ຓ⼤  ๑ਕGender Action Platform 理事ʥからは、h 国際ڢ調にお͜るジェンダーฑ等ඬ
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〜ジェンダー主流Կ実ભʱと題したߪԍをߨなってもらった。まͥジェンダーฑ等と⼥性とঙ⼥のΦン
パワーϟントに関する理೨のഐܢとして、国࿊ݓহや世界ਕݘઑ⾔に始まり、1994 年のカイロઑ⾔や
1995 年のښઑ⾔ٶびߨ動ߟをܨて、ジェンダー主流Կの動きがݳわれ、MDGs や SDGs にण͜継が
れていったྼ࢛がට解かれた。 

 ジェンダーฑ等は、1945 年以߳はಕಛ的و・ษ的Ճとして、2000 年代にはࡃܨ的なوとし
て、2015 年以߳は࣍続可能なوとしてҒ置Ͱ͜られてきたことから、SDGs でのݬ理の⼀つとしても
ジェンダー主流Կがᨵわれることになった。さらに⼥性が DV を性⼒からฯޤされること、⼥性
が担うໃঊίΠ࿓ಉに関して༩ࢋがたてられること、⼥性がқ思決定の場にࢂՅすることが重要であり、
これらに取りૌには、Պଔや地Үऀ会、学ߏ、ϟディΠなどにお͜るऀ会وのร容をめて、࣑
的๑的な度ૌみをジェンダー主流Կという؏点からߡえることが重要であるという。 

 間セクνーの動きとしては、ة業がʰジェンダーฑ等と⼥性のΦンパワーϟントをܨӨの֫にҒ置
Ͱ͜てࣙ主的に取りૌことで、ة業活動の活⼒と成⻑をଇ進するためのߨ動指ਓを⽰すことʱを対ে
としたʰ⼥性のΦンパワーϟントݬଉ ʤɦ2010 年ʥが重要であり、そこではᶅة業トップによるリーダ
ーシップ、ᶆ৮場にお͜るジェンダーฑ等、ᶇॊ業ҽの݊߃、ウェルビーイング、҈સ、ᶈΫϡリΠΠ
ップのための教育と研修、ᶉγプライοェーン・ϜϋジϟントとϜーίτィング、ᶊ地Үでのऀ会߫ݛ
活動、ܔ活動、ᶋ進ṁの定とๅࠄの 7 のમとして、取గࣁଉがᨵわれている。昨今では、౦ݬ
ༀ会でのジェンダーバランスなどに関ৼがرせられるようになり、ジェンダーฑ等への取りૌみがより
進Ξできている点もڏげられた。 

 また UN Women と ILO、EU によるʰWE EMPOWER プログラムʱでは、間セクνーにお͜るジェ
ンダー主流Կを後ԣしするナϪッジϗースのϋットワーク構が指され、そのための DV 対ԢのکԿ
といったٺە的・ࡃٻ的な施策と、コロナ下の⼥性への影響と課題に関する研究会がઅ置されて中⻑期
的なැの策実ભもߨなわれている。またฎݟށԮࢤという地๏࣑ࣙରの実ભでは、ࢤ主ରの
策Ͱくりの⼀としてジェンダーάϡップ解ভકྲྀ策定җҽ会がࡠられ、Ϋϡパビルʤ能⼒構ࢩԋʥ
およびΠドϚカシーʤ題についてを上げるʥの実ભがなされてきたという。 

ԍが主としてトップϪϗルߪ、ಞ教⼤学ʥはخʤ国際ࢱߵԍに対するʰコϟントʱとして、⾼নߪ 
に点をわせていたことへのึଏとして、多༹なݳ実にり݃フィールドワークにお͜るࣙらの
તがいかなるものであるかにқをଇし、⼤ࢱܛ࢛ڰʤお茶の⽔⼥⼦⼤学 IGSʥは、開にお͜るジェ
ンダー題などについてセンシτィϔな感性でもってࣙらの研究のΠプローοやཱིちҒ置をしっかり
 。えることが重要であると指ఢしたߡ

後に、AIT࠹  ワークショップの初期から関わっていた申ⅰᒉࢱʤお茶の⽔⼥⼦⼤学 IGSʥが、このワ
ークショップのқٝを֮࠸した閉会ѭࡲでシンポジウムをగめくくった。 

担当ʁ൚井広ʤIGSى ಝ任ࢥߪʥ 
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▶ 2020 ೧ౕक࠷ IGS セϝψーࡋ────────────────── 

IGS セϝψー（ਫ਼৫ҮεϨーθ） 

'DtD 5eSortinJ Ds CDre InfrDstruFture 
)HPLQLVW $SSURDFKHV WR $57 5HJLVWULHV 

（ίΠのンϓϧスφϧέοϡʗͳ͢ͱのྡজυーνๅࠄ 
ਫ਼৫ึঁٗढ़（$57）のྡজ݃ՎౌにଲͤΖϓェϝωスφΠϕϫーο） 

ʴೖ時ʵ2020 年 7 ⽉ 16 ೖʤ⽊ʥ12:15〜13:45ʤೖ本時間ʥ 
ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴߪԍʵ 

㗂Շྴʤウー・οΠリンʥʤ国ཱིୈ⼤学教授ʥ 

Data Reporting as Care Infrastructure: Feminist Approaches to ART Registries  

ʴ౾ʵ௱৪あͰみʤ࣑学Ӆ⼤学教授ʥ 

ʴ࢚会ʵઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ⾔ޢʵӵޢʤೖ本ޢ࣏通༃ʥ 

ʴࢂՅ者数ʵ64 名 

ʴटࢭʵ 
 ⽣৫ึঁҫྏにお͜るྡজデーνをफ集する的はೖ本・ୈ・ؘ国でそれͩれҡなる。ೖ本では、
҈સなҫྏのڛやさらなるҫྏの進ิを的としているため、デーνのफ集ߴには不ೝྏ࣑をण͜
る⼥性のೝ৹・ड़ࢊの際にًこった題に関するߴや、ड़⽣ࣉの多ଽや্֗の⽣ིと۫ର的なその
内容のߴもまれている。しかしୈとؘ国では、⽣৫ҫྏٗढ़の⾼さを国内外に⽰すことがྡজデ
ーνफ集の⼤きな的であるため、ड़⽣ࣉ数ͻかりに点が当てられている。そしてୈ・ؘ国では⾼
い成ޯིをٽめて数ᡤ移৪が数多く実施されているが、数ᡤ移৪による多ଽིや্֗の⽣ིを⽰
すߴはઅ͜られていない。3 か国の⽐較を通してίΠのインフラストラクοϡーとして、ྡজデーν
はどう活༽される΄きか、そのある΄き形が⽰された。 

ʴ開催ๅࠄʵ 
 本セミナーは IGS として初めてのࢾみとなるオンラインʤZoom Webinarʥでのޮ開国際セミナーであ
った。ฑೖの間の時間ଵであったにもかかわらͥ多くのࢂՅがあった。今յ、ӵޢを主⾔ޢとするセ
ミナーであったため、登者સରの༁ 25ˍはୈやؘ国、Πϟリカなど国外からのࢂՅ者だった。そし
て࣏通༃を͜てのセミナーだったため、ೖ本のࢂՅ者からもۅ的にқ⾒や࣯があがった。 
 本セミナーでは、まͥ National Taiwan University の Chia-Ling Wuʤ㗂Շྴʥࢱが Data Reporting as Care 
Infrastructure: Feminist Approaches to ART Registries というνイトルで、ೖ本、ୈ、ؘ国の⽣৫ึঁҫྏ
ٗढ़のྡজデーνの؇理等のあり๏についてๅࠄした。そして Wu 同研ڠのこの研究プロジェクトのࢱ
究者でもある࣑学Ӆ⼤学の௱৪あͰみࢱがೖ本の状況についてึଏし、その後コϟントをफ़΄た。ま
た Wu 同研究者であるؘ国のڠのพのࢱ June-Ok Ha ࢱ ʤ国ؘཱི国ۛ代ྼ࢛ദؙ研究ҽʥもؘ国から
本セミナーに視聴者としてࢂՅしていたため、Ha Յしてもらい、ೖ本、ୈࢂにも中からඊび⼊りࢱ
、ؘ国をつないでの౾となった。 
 ๅࠄ者の Wu とࢱͰいて、௱৪خは、フェミωスト的なίΠ研究にࢱ Ha とともにྡজデーνのफࢱ
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集やѽいをίΠのインフラストラクοϡーに関࿊Ͱ͜てੵをすすめてきた。3 ਕは 2020 年に学ढ़ࢿࡸ
ʲ౨ΠジΠՌ学ٗढ़ऀ会ʁ国際ジϡーナル ʤrEast Asian Science, Technology and Society 14ʥに、“Data 
Reporting as Care of Infrastructure: Assembling ART Registries in Japan, Taiwan, and South Korea”ʤίΠのイン
フラストラクοϡとしてのデーνๅࠄʁೖ本、ୈ、ؘ国にお͜る ART 登の構 ʤɦpp.35-59ʥをන
し、本セミナーでは、このชの中から、⽣৫ҫྏٗढ़ʤARTʥ関࿊のデーνが⼥性やड़⽣ࣉの利
ӻや݊߃につながるྡজの実ભをଇ進するΦビデンスにخͰいた策Ͱくりのためにどのくらい活か
されているかについて、ೖ本、ୈ、ؘ国を⽐較ੵした݃果をๅࠄした。 
 ⽣৫ึঁҫྏにお͜るྡজデーνをफ集する的はೖ本・ୈ・ؘ国でそれͩれҡなる。ೖ本ではೖ
本ࢊՌਕՌ学会が主ରとなって⽣৫ึঁҫྏのྡজデーνをफ集し、ೖ本国内で⽣৫ҫྏを実施して
いるほとΞどのクリωックがデーνをड़し、その݃果を⼀ൢޮ開している。そして҈સなҫྏのڛ
やさらなるҫྏの進ิを的に、デーνのफ集ߴには不ೝྏ࣑をण͜る⼥性のೝ৹・ड़ࢊのܨ過や
ญ症の⽣ི、ड़⽣ࣉの多ଽや্֗の⽣ིとその内容も⽰されている。しかし、ୈとؘ国はこう
したྡজデーνの؇理は国が主ରとなってߨっており、⼀ൢにはޮ開されておらͥ、ともに⽣৫ҫྏٗ
ढ़の⾼さを国内外に⽰すқਦがکいためड़⽣ࣉ数にͻかり点が当てられている。そしてୈ・ؘ国と
も⾼い成ޯིʤड़ིࢊʥをٽめてೝやड़⽣ࣉにリスクの多い数ᡤ移৪が数多くߨわれているが、ೝ
の݊߃状態やາज़ࣉの多さ、ड़⽣ࣉの্֗などを⽰すߴはない。Wu はೖ本の実ભがίΠのインࢱ
フラストラクοϡーとしてうまく機能しているとफ़΄た。 
 Wu ୱにೖ本の؈よりࢱのあと、௱৪あͰみࠄのๅࢱ ART デーνޮ開シスτムのྼ࢛的ܨҤやݳ状に
ついて়ղがあり、その後 Wu は⽣৫ࢱについてのコϟントとともに࣯が⽰された。௱৪ࠄのๅࢱ
ึঁҫྏٗढ़の実施とその݃果に関するデーνをʤ׳者のʥίΠのためのインフラをくために࢘うと
いうのは、⾮常に重要なΠプローοだとまͥफ़΄た。そしてೖ本ではՊରであるೖ本ࢊՌਕՌ
学会が主ରとなって ART デーνの౹ܯをとっており、デーνๅࠄも各クリωックのࣙ主的なड़であ
るにもかかわらͥ、ほとΞどの ART 実施施અがデーνをๅࠄしている。その⼀๏で、ୈでは ART ౹
かࢱ定している。そこで௱৪وわれており、ҫྏ機関のデーν⽰を๑によってߨはැが主導してܯ
らの⼀の࣯は、この ART ྡজ݃果の౹ܯをැが主導し、๑によるو定のもと構することの利
点とܿ点とはՁかということだった。この࣯に対し、Wu 、は、利点はデーνのफ集がబఊされる点ࢱ
ܿ点は、トップダウン的な取りૌみなので、ҫྏ機関やҫࢥはැからの要੧でやっているだ͜で、こ
のデーνफ集の重要性についてݳ場のଈから主ର的にߡえることにܿ͜、それがデーνߴの֨⼤の必
要性などに対するࣟのさにも影響し、ίΠのインフラとして活༽するには不ॉなデーνのままに
なってしまっている点をあげた。 
 また௱৪ࢱはೖ本で ART のリスクに関するΪバナンスがよくなったのは、⼥性へのリスクへのݔ೨
よりもఁର重ࣉのड़⽣ଁՅなどड़⽣ࣉへのリスクが題視されたことや、ཝ૧過ܻ࢙症ޫ܊ʤOHSSʥ
の౹ܯについては、OHSS がおこったことも影響してきたためで、ೖ本のࡍ者による׳ ART の構ܯ౹
にフェミωストΠプローοはそれほどکくಉいていないように感ͣているとफ़΄た。そして್の࣯
として、ART の構においてフェミωストΠプローοを実ભする上で、不可ܿなこととはՁかとܯ౹
Wu に࣯を౦げか͜た。Wuࢱ はୱにࣙ国のҫྏٗढ़の⾼さを⽰すためにまとめるのではなܯ౹、はࢱ
く、⼥性やड़⽣ࣉにとって ART がより҈સに実施されるようになることを的に活かされる΄きで、
それには、ART に関する策ཱིҌにフェミωスト活動Պや当事者等、༹ 々なཱི場のਕも関༫させる΄き
だとफ़΄た。 
Յ者から多くの࣯もあり、౾も⾮常に活にఴ開された。ίΠのインフラストラクοϡーとしࢂ 
ての⾒๏をくߡえさせられる内容だった。 

担当ʁઍഀ༟ՅʤIGSى ಝ任リγーοフェローʥ 
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IGS セϝψー 
ธ国Ң؇ཀྵϪジームԾͲのφランηψεϥψルなऀճۯ
ؔの࠸ฦ 

ϟΫεコଞཚड़⾝ҢͳՊଔのジェンダー化͠Ηͪ「ಕಛద」に͢ͱ 

ʴೖ時ʵ2020 年 7 ⽉ 25 ೖ(ౖ)14:00〜16:00 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴߪԍʵ൩ඎਇي⼦ʤ⼀ڰ⼤学・ദ࢞ʥ 

ʴ౾ʵ⼤ྒྷʤೖ本学ढ़৾ڷ会ಝพ研究ҽ RPDʥ 

ʴ࢚会ʵฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅ者数ʵ67 名 

ʴटࢭʵ 

 ธ国衆国ʤธ国ʥでは、移とそのՊଔの⽣活をڶかす移
وの֪ݭԿが 1990 年代後ൔよりՅଐする⼀๏で、ಝ定のড়
݇をຮたした移をکૻؒの対েからঈ外し、定的な就
࿓ݘを༫するใઃ的プログラムも実施されてきた。このよう
なใઃとഋঈをญせ࣍つʰ移؇理Ϫジームʱによって、移
とそのՊଔが形成するトランスナショナルなऀ会ۯ間はどのよ
うに࠸ฦされているのだろうか。本ๅࠄでは以上のいを、ธ
国とϟΫシコଞཚڠ同ରにお͜るʰಕಛ的ʱをめ͛る世代
とジェンダーのুಧにしてらかにする。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

ๅࠄ者である൩ඎਇࢱ⼦يは、ϟΫシコଞཚड़ਐ移らのธ国との間での移動にし、そこでみら
れるh ಕಛ的 のɦ実ભがどのようにジェンダーԿされているかをう⽰ࠨにΞだ研究をๅࠄした。
2000 年代よりఴ開されてきたh デポτーションスνディーθ はɦ移ण⼊国のชຼを中ৼにఴ開されて
きたഐܢがあり、それΑえにૻड़し地Үへの影響に関する研究டはݸ定的で、ใઃとഋঈの್ଈを
ญせ࣍つʰ移؇理Ϫジームʱによって、同༹に影響をण͜ているはͥであるԣしड़されたଈへの視点
はܿしたままであることが題としてڏげられる。これまでϟΫシコʤ2015 年から 2018 年ʥとธ国

ʤ2017 年から 2019 年ʥにおいてフィールド調査をߨなってきたๅࠄ者は不ߩۋにடされてきたߨ研
究が࣍つ課題をりӿえるため、トランスナショナルな視点を࣍つことの必要性をک調する。ๅࠄ者の
題қࣟは移のݩܨに関する点のみならͥ、൶らのड़ਐ地コミϣωτィにおいてみられる༹々なࠫҡ
によってそのݩܨがどのようなҡなりを⾒せるのか、ߍにはそこにおいてみられるh 移؇理Ϫジームʱ
が൶らにഐෝわせる困難がいかにしてトランスナショナルなऀ会ۯ間の࠸ฦ成をԣし進めているのか
という点にまでٶ。 

 ๅࠄ者はธ国にお͜るʰ移؇理Ϫジームʱにみられる 2 つのಝ的なଈを取り上げた。1 つは
1990 年代後ൔ、h 移؇理Ϫジームʱが移をより֪ݭにوするようになったことである。h ൕτロリ 
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θムʱやʰ҈સʱという名の下に֪ݭԿが進⼀๏、وの⼒はಝ定の集をഋੳしているだ͜のよう
にも⾒えた。その࠹たる例として、ϟΫシコड़ਐの移たちは 2003 年から 2016 年の間のธ国からのک
ୂڊ者数સରの 66%をもઐめる。そしてもう 1 つのଈは、このようなਕझԿと、それにՅえジェン
ダーԿがみられるということである。ジェンダーに関していえͻکୂڊ者数にお͜る性のઐめるׄ
のѻౙ的な⾼さからもらかである。つまりธ国の移؇理は、1990 年代の度รַと 2001 年の同
時多τロの 2 つをに、ಝにラτンธ国ܧ・࿓ಉ者څ・移性をඬ的とするものへとร容してき
た。このようなバイΠスは移たちの中にも内ࡑԿされていく。調査でซき取ってきたޢりをࢂলしな
がら、ଞཚड़ਐ移たちが๑へのॱगの下にʰྒྷいਕ間ʱであろうとする姿、ジェンダーԿされたڏݗ
とૻؒの݃果、h =ѳʱh ⼥=善ʱという್ݫ的な๏ఖࣞをࣙらに当てはめようとするようになった姿な
どが়ղされた。 

ๅࠄのୈはธ国からड़ਐ地であるϟΫシコଞཚへと移る。وは時間とڠに移りรわってΑくもの
である。しかし世代だ͜ではઈできないジェンダーوとコミϣωτィへのҡなる姿勢が⾒られたと
いう。ๅࠄ者はธ国との間の移動がそこに⼤きく影響をٶぼしているとੵした。まさにʰトランスナ
ショナルなऀ会ۯ間の࠸ฦʱの実ભが⾒られたのである。⼀๏ではそれͩれのऀ会のྒྷいが࣍ちࠒま
れ、وࣙରがࡠりรえられていくような実ભである。ଠ๏ではʰྒྷいʱが必ͥしも୯にとっても当
てはまるわ͜ではないݳ実がある。ธ国とଞཚڠ同ରのそれͩれもつʰಕಛ的ʱが༧していく༹
⼦をまな͡してみると、はっきりとジェンダーوの姿がཱིちݳれてくる。例えͻ、ธ国のʰ移؇理
Ϫジームʱの࣍つ性ย重の性֪がࡠりड़した移のʰ൞ࡓ者Կʱ⾔ઈやʰ=ѳʱといった思ߡは、ؾ
国した性をʰྒྷいؾ国者ʱなのかそれともʰ移؇理Ϫジームʱによってはͣかれるようなؾ国者な
のか、という್ݫ的な思ߡのࠞݱになっているのである。この್Կされた性をخ६に、൶らのഓ
۰者である⼥性たちもՃされる。ण⼊国にお͜るชຼをඊびड़し、2 つのҮをߨき来する移のܨ
からしかபड़できないようなใઃとഋঈの姿、ͽいてはʰಕಛ的ʱとジェンダーをめ͛る移ݩ
のݩܨの⽰は、これまでのデポτーションスνディーθが⾒ることのなかったようなʰトランスナ
ショナルなऀ会ۯ間ʱとそこで⾒られる実ભにしたからこそのๅࠄであった。 

౾を担当した⼤ྒྷࢱからは以上のๅࠄをण͜て⼤きく 3 つの点がड़された。1 点はๅࠄでも
主題となったکૻؒにお͜るジェンダーの⾮対স性に関する、2 点は後ൔで়ղされたड़ਐଞཚに
お͜る⼥性たちのఏ߇に関する、そして࠹後がόイθに関する点である。h ҡ国のʱh ऑいʱh ⼥性ʱh ⼤
学Ӆ⽣ʱといった性が൩ඎࢱにとって、フィールドでݩܨせ͡るをಚない༹々な困難の、まさにその
要Ҿになっていたであろうこと、つまりフィールドにお͜るόイθとの対ቄをಝ͜ていたのは上の
ような性にғるものであった。⼀๏で、そのような性を࣍ったଚࣙࡑରがフィールドにお͜るόイ
θともなりうる、というόイθの್性を指ఢした上で、それでも⾮ਜ਼و移のޢりをいでいくこと
が⼀ରՁをқັするのかがわれて、本セミナーはగめくくられた。 

 後期課ఖʥ࢞ദߊ担当ʁӮ井๘⼦ʤお茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー学際研究ى
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IGS セϝψー（ਫ਼৫ҮεϨーθ） 

FDPiO\ %uiOdinJ E\ 'onor ConFeStion Dnd 'onor-OinNinJ 
（ڛ⼦・ڛཝ⼦にΓΖՊଔͰ͚ΕͳχψーϨンΫンή（݄ԓं୵͢）） 

 
 

ʴೖ時ʵ2020 年 9 ⽉ 9 ೖʤ⽔ʥ12:15〜13:45 (ೖ本時間)  

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴߪԍʵ 

デϚラ・デンプシーʤスウィンバーンՌ⼤学०教授ʥ 

Families of Strangers?  Donor-linked families in Victoria, Australia 

ʤ⾒எらͷਕとՊଔʃ オーストラリΠ・ϲィクトリΠयにお͜る
ドナーリンクでつながるՊଔʥ 

ʴ࢚会ʵઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ⾔ޢʵӵޢʤೖ本ޢ࣏通༃ʥ 

ʴࢂՅ者数ʵ101 名 

 

ʴटࢭʵ 

ڛ精⼦やڛཝ⼦でのड़⽣者が、⾮ಙ名のドナーๅをಚられることは重要であるという⾒๏がݳ
れ、多くの国がドナーのಙ名性をഉࢯし、ड़⽣者のड़ࣙをஎるݘ利を担ฯする๑ཱを導⼊するようにな
ってきた。オーストラリΠのϲィクトリΠयにもこうした๑ཱがあり、ڛ精⼦やڛཝ⼦でのड़⽣者、
ドナー、ڛをण͜たたち、そしてڛ精⼦やڛཝ⼦で⽣まれたਕの⼦ଛであれͻ、୯でもๅ開
⽰を申੧することができる。本セミナーではスウィンバーンՌ⼤学のデϚラ・デンプシーࢱが、ϲィ
クトリΠयのドナーリンクʤ登デーνϗースʥでの実例をもとに、ڛ精⼦ड़⽣者、ڛをण͜た

ʤ主にシングルϜδーʥ、精⼦ドナーのๅڛや൶らのωーθをࢩԋすることの⻑所と課題についてߪ
ԍし、その後ࢂՅ者とともに౾した。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

ঀ外国には、ドナーのๅをஎることはڛ精⼦やڛཝ⼦で⽣まれたਕのݘ利であると、๑ཱでこ
れを༶ޤしているところもある。オーストラリΠのϲィクトリΠयもその⼀つであり、ϲィクトリΠय
ではڛ精⼦やڛཝ⼦でのड़⽣者は⽣まれた年代に関ܐなく୯でもسすれͻドナーのๅをたど
ることができる。本セミナーでは、スウィンバーンՌ⼤学のデϚラ・デンプシーࢱが、オーストラリ
Πリγーοカウンシルより研究ঁۜࣁ成をण͜てࡑݳすすめている研究プロジェクトdFamilies of 

Strangers?: The Socio-Legal Implications of Donor Linking in Australia’ʤ⾒எらͷਕとՊଔʃオーストラリΠ
にお͜るドナーリンクʤ登デーνϗースʥのऀ会的・๑的影響ʥの調査݃果の中から、オーストラリ
Π・ϲィクトリΠयにお͜るドナーリンクでつながるՊଔや݄ԓ者୵しの状況をๅࠄした。 
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ドナーリンΫングは、精⼦やཝ⼦のドナー、ڛをण͜た、ڛ精⼦やڛཝ⼦で⽣まれたਕ々が
୯であるか、名前やे所をޕいのๅにΠクセスしてつながるプロセスである。オーストラリΠの
ϲィクトリΠयも、2017 年 3 ⽉より施ߨされている Assisted Reproductive Treatment Amendment Act 2016

という๑ཱで、ड़⽣者は過ڊにಙ名でڛしたドナーのๅにもΠクセスできるようになった。この๑
ཱによって、ڛ精⼦やڛཝ⼦で⽣まれたす΄ての成ਕ、ドナー、ڛをण͜たたち、そしてڛ
精⼦やڛཝ⼦で⽣まれたਕの⼦ଛであれͻ、୯でもๅ開⽰を申੧することができる。ドナーのプラ
イバシーよりもड़⽣者の利ӻやஎるݘ利を重視し、ドナーのಙ名性をસഉࢯしたところは世界でもϲ
ィクトリΠयしかない。୯でもҪఽ⼦ݗ査をण͜られる時代をܶえて、h ਇ実はいͥれわかってしまうʱ
という⾒๏から、ドナーリンΫングに関ৼをもつਕが࣏にଁえているという。 

ϲィクトリΠयのڛ精⼦で⽣まれたਕやそのՊଔ、ドナーたちの中には、ැ主導のๅ登度
を利༽するਕもいるが、ۛ年では、間のҪఽ⼦ݗ査やλーシϡルϟディΠをં利༽するなどして、
精⼦ドナーや同ͣドナーから⽣まれた⽣学的ܓࢠຕを⾒つ͜るίースがめͥらしくなくなってき
ている。ࣙ主的にࣙࣙਐのๅを登するドナーもଁえる⼀๏で、ドナーや同ͣドナーから⽣まれた
ҡܓから申੧があり、ड़⽣者にいわせると、からड़⽣の事実をまだஎらされていなかったと
いうίースもঙなくない。すなわち、このような๑ཱがあっても、まだ⼦どもに事実をしていない
が多いことがわかる。⼀๏ドナーたちが⼦どもについてのๅをいわせる理༟は、主にᶅクリωッ
クから⽰されたࣙの精⼦がՁՊଔにڛされたかや⽣まれた⼦どものਕ数などに関するๅを֮
したい、ᶆࣙのڛで⽣まれた⼦がどのような容なのか、もしくはその⼦にどのような能⼒や
能があるかにັڷがある、である。そしてドナーの中には、すでにࣙにコンνクトをとってきた、ࣙ
のڛによって⽣まれた⼦からのすすめで申੧をはͣめた者もいた。ϲィクトリΠयのドナーリンク
Ϡデルにお͜る⻑所と課題が浮かび上がった。 

ೖ本でもڛ精⼦によるਕ授精で࠹初の⼦どもが⽣まれてから 70 年以上がܨ過し、ۛ࠹ではڛ
精⼦で⽣まれたೖ本の当事者たちの間からもドナーๅの開⽰をٽめるもซかれるが、ドナーのಙ名
性はң࣍されたままである。この題に関ৼを࣍つ研究者のみならͥ、数の精⼦ڛの当事者たちも
セミナーにࢂՅし、活な٠がఴ開された。 

担当ʁઍഀ༟ՅʤIGSى ಝ任リγーοフェローʥ 
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IGS セϝψー 
ϲΟージωアʀΤルフのフェϝωθムʁݳେೖ本とのݼԢ 
 

ʴೖ時ʵ2020 年 10 ⽉ 12 ೖʤ⽉ʥ18:00〜20:00 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴࢥߪʵ 

ฤࢃѧنʤᘒڢ⼤学教授ʥ 

ʴ࢚会ʵ 

൚井広ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅ者数ʵ127 名 

 

ʴटࢭʵ 

ϲΟージωΠ・ウルフのフェミωθムを、ݳ代ೖ本にӀきつ͜
てଌえるಣ者がଁえている。൶⼥のフェミωθムはどこから来た
のか。どΞなಝ৯があり、なͧݳ代の私たちに響くのか。ウルフ
のʲࣙͽとりの෨Բʳ̡ άωーʳ̡ࢀ ປ間ʳなどの༃者である、
ฤࢃѧࢱنにޢっていただく。 

 

ʴ開催ๅࠄʵ 

 2020 年 10 ⽉ 12 ೖʤ⽉ʥ、ϲΟージωΠ・ウルフʤ1882-1941ʥ̡ ࣙͽとりの෨Բʳ̡ άωーʳ̡ࢀ ປ
間ʳなどの༃者であるฤࢃѧࢱنʤᘒڢ⼤学ʥにʰϲΟージωΠ・ウルフのフェミωθムʁݳ代ೖ本と
のݼԢʱと題しておいただいた。 

 まͥフェミωθムが思・運動・ライフスνイルの 3 点から理された。ձ思としては、⼥性ཊѻ
についてのݳ状ੵ、あるいは⼥性ཊѻの੍ਜ਼に向͜たҌやΠイディΠ・理೨・理であり、ղ運動
としては、ݺਕまたは数のਕが⼥性ཊѻの੍ਜ਼に向͜ऀ会にಉきか͜たり、思をޮනしたりするも
のであり、ճライフスνイルとしては、عଚの⼥性وにとらわれない⽣き๏や実ݩ的ࢾみとしてଌえ、
ウルフのフェミωθムがそれͩれの؏点からͣられた。 

 ウルフは、ક後世代にとっては過ڊの感性をもったଚࡑとして⾒なされたが、新たなフェミωスト的
Πプローοをߡえる上で、重要なݱચとなっているとـͰかれるようになったという。そのқັで、ウ
ルフのイϟージはࡑݳにおいてもࡰ新され続͜ており、⼀๏で、h ঘઈՊウルフʱとh フェミωストウル
フʱは同ͣなのかとか、hʲࣙͽとりの෨Բʳのウルフʱとʰ̡ άωーʳのウルフʱは同ͣなのかといࢀ
ったいがせられてきた。 

 フェミωストとしてのウルフは、 1 にࢠϲΟϋッγとともにਕ⽣をり開く過ఖ、 2 に性がϖ
ゲϠωーをѴるช壇に申す過ఖ、 3 にߨ世代からフェミωθムを継টする過ఖ、そして、 4 に
Ϫナードとのパートナーシップの中で育まれたことが指ఢされた。 
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 ウルフのフェミωθム思のಝをʲࣙͽとりの෨Բʳとʲࢀάωーʳを中ৼに̕つの؏点からの
なわれた。ߨ構成が࠸ 1 に、ଆ性をضするため、またࣙ༟にߡえ⾔するため、そしてક૬ࢯ
のために、ཱིࣙに必要なफ⼊という࣯的خ൭の重要性である。 2 は、Պ事࿓ಉが性の࿓ಉとはҡ
なるพझのଆ的ଈがあることのࣟであり、国Պは業に⼿当やۜをฯ্することである。
3 に、教育のݳ状はรわらͻならないということであり、⼥性に開かれた⾼等教育やҮԥஇ的にૌ
みわされた学が必要になっているということである。 4 に、たちのઞࡑқࣟにあるಢઐཋやڟ
૬ৼ、ࣩెৼやڑӭৼといったものが、૮⼿をࢩഓしたいという৪地ࢩഓやક૬、Ϝイόリτィഋঈ
をもたらしていることをࣟすることである。 5 に、Πイデンτィτィは、コールリッジがʬҔ⼤な
精ਈはྈ性༙۫であるʭと指ఢしたように、多的であり、流動的であると同時に、性との間にはӿ
えられないป・ཱི場性があり、とりわ͜中ࢊڅの⼥性はໃ⼒な状態に置かれていることである。 6

に、性による⼥性ཊѻがߨわれてきた／ߨわれているという事実であり、Պ⻑によるࢩഓをऀ会が容
してきたことをれてはい͜ないということである。 7 に、⼥どうしの関ܐ性から新しいことが始
まるという点である。 

Ԣという、セミナーの副題にଊしたまとめがなされた。なͧいまウルフがಣまݼ代ೖ本とのݳ後に࠹ 
れるのかという点について、ウルフのフェミωθム思のಝの 7 点にわたって、そのݳ代性がڏげら
れた。 1 の࣯的خ൭の重要性という点では、֪ࠫऀ会やස困、⼥間֪ۜࠫ、コロナ禍でのプラ
イϗートスϘースのܿ、 2 のՊ事࿓ಉのՃという点では、Պ事ύラスϟントやコロナ禍のՊ事࿓
ಉʤ⼥性ダϔルシフトʥの題、 3 の教育改ַでは、⼤学改ַや不登ߏ題、ҫ学෨णݩにお͜る⼥
性ࠫพ、 4 のたちのઞࡑқࣟについては、ક૬や構ଆ的⼒、たちのϙϠλーシϡルな࿊ଵ、2020

年 30%ඬのາୣ成、 5 のΠイデンτィの流動性／ཱི場については、Πイデンτィτィ・ポリτィク
スへのൕ、 6 の性による⼥のཊѻについては、#MeToo 運動やフラワーデϠによるࠄ、コロナ禍
のセクシϣΠル／リプライツ৷֒、 7 の⼥どうしの関ܐ性については、LGBTQ のਕ々のݘ利運動、
パートナーシップ実ݳ、ଏཱིۢ٠によるϖイトスピーοがݼԢしているとの指ఢがあった。 

 このようなウルフのݳ代的τーϜとのݼԢのほかにも、ウルフがʰ100 年後にはʱと、ݳ代のわれわ
れにޢりか͜るスνイルもあり、またౘりなどの೦い思いがఽわってくるという点も、ݳ代にウルフが
ಣまれるഐܢであること、またウルフを過͙ڊった過ڊの思Պとみるのではなく、フェミωθムのட
を継টするというಣみ๏が広がっていることも⼤きい要Ҿではないかとまとめられた。 

 ࣯ٛԢでは、ウルフࡠのຍ༃やウルフの⽣き๏について࣯ٛがあり、ࢽこそがਇ実で、࣑はݺ
ਕ的なことという٠や、ঘઈՊでありフェミωストであるਕはೖ本にはঙないのではないかなど、
 。いԢがあり、ै実したセミナーとなったັڷ

担当ʁ൚井広ʤIGSى ಝ任ࢥߪʥ 
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IGS セϝψー 
ʲՊࣆ࿓ಉの国ऀࡏճ学ʳをಣ 

 

ʴೖ時ʵ2020 年 11 ⽉ 15 ೖʤೖʥ14:00〜17:00 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴ者ʵ 

ଏཱིᚺ理⼦ʤお茶の⽔⼥⼦⼤学名誉教授・IGS  ҽ研究ҽʥٮ

ʰՊ事࿓ಉの国際ऀ会学ʗディーセント・ワークをٽめて ॽʱ 

ґీٳඔ⼦ʤ⼤ࡗැཱི⼤学名誉教授・同⼤学ٮҽ研究ҽʥ 

ʰジェンダー・څ・Φスωシτィの交ࠫҮとしてのՊ事࿓ಉ  ɦ

ʴԢ者ʵ 

ґ౽るりʤీग़⼤学教授ʥ 

定নชʤܛચ⼥学Ԅ⼤学教授ʥ 

ঘϴ୫એุʤフェリス⼥学Ӆ⼤学教授ʥ 

ฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʤIGSܛ࢛ڰ⼤ ०教授ʥ 

૧内চ⼦ʤラバル⼤学ദ࢞課ఖʥ 

中⼒えりʤޭ⼤学教授ʥ 

 ʤ⼤⽉期⼤学教授ʥࢮ理ٸ

 ʤδルツϔルグ⼤学教授ʥ⼦ߵࣲ

ঘ井ౖঞʤ⼀ڰ⼤学教授ʥ 

ਁએߵ⼦ʤ同ऀࢦ⼤学教授ʥ 

ʴ࢚会ʵฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴڠ催ʵ 

ʰ国際移動とジェンダーʤIMAGEʥɦ 研究会 

Ռ研ඇ・خ൭ CʰパリのフィリピンਕՊ事࿓ಉ者とその⽣活世界 ʤɦ課題൬ߺʁ20K02094ʥ 

Ռ研ඇ・خ൭ Bh ොと࿊ଵܧ的࢛Үの国際性พ業にお͜るೖ本のՊ事・ίΠ࿓ಉ者のྼࢊ⽣࠸ ʤɦ課
題൬ߺʁ19H01578ʥ 

ʴ後ԋʵՌ研ඇ・خ൭ Bʰ移े者ࢩԋの国際ऀ会学 ʤɦ課題൬ߺʁ20H01586ʥ 

ʴࢂՅ者数ʵ112 名 

ʴटࢭʵ 

2020 年 11 ⽉ 15 ೖʤೖʥ、オンラインによる IGS セミナーʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣʱが開催
された。本セミナーはґ౽るりࢱʤీग़⼤学ʥをฦஸ者とするʲՊ事࿓ಉの国際ऀ会学ʗディーセ
ント・ワークをٽめてʗ ʤrਕชॽӅʥのߨקにわせ開催されたもので、11 名のࣧජ者સҽがࢂՅ
し、ଏཱིᚺ理⼦ࢱʤお茶の⽔⼤学名誉教授・IGS ැཱི⼤学名誉教ࡗ⼤ʤࢱ⼦ඔٳびґీٶҽ研究ҽʥٮ
授・同⼤学ٮҽ研究ҽʥがߪをߨった。また、本ॽのࣧජ者の 1 ਕであり、ジェンダー研究所のฑ
  。会を担当した࢚がࢱ⼦ܛ
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ʴ開催ๅࠄʵ 

 まͥฦஸ者のґ౽ࢱは、本ॽがグローバルな題としての༙ঊՊ事࿓ಉを主題としてฦまれ、ΠジΠ
やԦธの各国・地Үにお͜る༙ঊՊ事࿓ಉのݳ状と移ेՊ事࿓ಉ者のॴ۲やૌ৭Կ、ILO の 189 ড়ߺ
༁ʤh Պ事࿓ಉ者のためのディーセント・ワークড়༁ ʥɦがٶぼすインパクトをらかにするものである
とした。またʰ๏๑的ナショナリθムʱを૮対Կする国際ऀ会学のΠプローοをخ൭とし、地Ү研究
のஎ⾒にもとͰきながら、主にナショナルな策的ଈから٠されてきたعଚの移ेՊ事࿓ಉ者研究
を、地Ү的ชຼにດめ戻しʤre-embedʥ、ӿڧ的なݳেの地Үへの影響の動態をとらえるものでもあると
した。 

 者によるߪでは、まͥଏཱིᚺ理⼦ࢱがۜ༧Կとࢊ⽣࠸Үの࿓ಉとのંをഐܢとし、新ࣙ༟主
ٝ的な࿓ಉへの対߇としてのディーセント・ワークや࿓ಉ者性がされていると指ఢした。またՊ
事࿓ಉの題はインフΧーϜルԿ・ジェンダーԿされ、移ेՊ事࿓ಉ者の場にはӿڧ性によって不可
視Կされもするとしながら、Պ事࿓ಉ者のʰ࿓ಉ者性とはՁかʱがいされているとک調した。さら
にʰٗ能Կʱが進ことによるԿへのࠃな影響、ٗ能の⾼度Կがもたらすʰ࿓ಉ者性ʱのさらな
る不可視Կの題をًした。 

Φスωシτィの交ࠫҮにおいて࿓ಉそのもの・څは、Պ事࿓ಉはジェンダー・ࢱ⼦ඔٳにґీ࣏ 
をいすイシϣーであるとҒ置Ͱ͜ながら、ऀڅ会にお͜るʰ不ࣙ༟による不ࣙ༟な࿓ಉʱとさ
れてきたため、Պ事࿓ಉ者のʰ࿓ಉ者性ʱがໃ視されてきたことを指ఢした。たとえʰٗ能Կʱやディ
ーセント・ワークが実ݳしたとしても、スτィグϜ性のࠂෲや運動のૌ৭Կは難しく、そもそもՊ事࿓
ಉࣙରの定ٝをすることがٽめられるという。そしてՊ事࿓ಉ者の運動とフェミωθム運動とのં
 。についていを⽰した

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これをण͜てฦ者ٶびࣧජ者સҽにより、主にʰ࿓ಉ者性ʱや࿓ಉ֕೨、h ٗ能ԿʱとԿの題、
そしてʰフェミωθム運動とՊ事࿓ಉ者運動の交ࠫʱについてյがなされた。 

 ೖ本ʤ 1 হ定নชࢱʥの場、h ࿓ಉ者性ʱは所とॊ関ܐによって定ٝされてきたためにࢊ⽣࠸
࿓ಉが不可視Կされてきたことが指ఢされ、༙ঊ／ໃঊՊ事࿓ಉにおいてʰٗ能Կʱには৽重な٠が
められるとした。フィリピンʤٽ 2 হঘϴ୫એุࢱʥでは ILO の 189 ড়༁が൹०され国内๑がߺ
ඍされた後であっても、国内Պ事࿓ಉ者のʰ࿓ಉ者性ʱへのࣟは不ॉであり、必ͥしも࿓ಉ者にݘ
利としてࡠ༽していないという。⼀๏インドϋシΠʤ 3 হฑࢱ⼦ܛʥではড়༁の国内๑はາだ成ཱི
していないものの、Պ事࿓ಉ者がࣙらݘ利向上のためにۅ的にٗ能を学びʰ࿓ಉ者性ʱを主してい
るという。そのൕୈʤ 5 হ૧内চ⼦ࢱʥでは、h ٗ能Կ とɦは対ۅにあるh ಂげる ɦߨҟによって、
 調されることکされた。まさにՊ事࿓ಉ者のʰٗ能Կʱがࠄઈ的にʰ࿓ಉ者性ʱをಚられたことがๅٱ
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によるԿへの影響が指ఢされた。しかしながら、イνリΠʤ 8 হٸ理ࢱࢮʥでは移ेՊ事࿓ಉ
者には⾮ਜ਼ࡑ଼و者が多いというऀ会的ഐܢから、h ٗ能Կʱはਕݘ༶ޤやࢤݘの٠において重要
であり、さらにフランスʤ 7 হґ౽るりࢱʥでも、h Կʱは移े者にとってՊ事࿓ಉ者としての地֪ࣁ
Ғをৄしޑ༽ড়݇の交ম等で重要だという。このようにʰٗ能ԿʱはԿをもたらす⼀๏で、移े
者のଜݭある࿓ಉを実ݳするためにܿかせないものともいえ、൶らの中にはಢࣙの理があることも指
ఢされた。そして、上ىのյをण͜、そもそもʰ能⼒ʱやʰٗ能ʱとはՁかというࠞݱ的な٠へと
ఴ開し、h ٗ能Կʱの前となるʰ能⼒ʱとはるものではなく、すでに࿓ಉの中にດめࠒまれていると
いう指ఢʤ 10 হঘ井ౖঞࢱʥがなされた。またਁએࢱ⼦ߵʤ 11 হʥは、ナωーʤฯ育࿓ಉ者ʥ
たちのʰ能⼒ʱとは৮務ਲ਼ߨのスΫルだ͜をқັしないとफ़΄、数のޑ༽主Պଔ間を݃び͜ながら
ʰίΠのڠ同性 をɦ⽣みड़す⼒もめh 能⼒ でɦあるという⾒解を⽰した。このようなίΠのあり๏は、
新ࣙ༟主ٝ的なίΠ֕೨に対߇し、ίΠを୦ݺਕԿしていく動きとしてもとらえることができるとک調
した。 

にʰフェミωθム運動とՊ事࿓ಉ運動の交ࠫ性ʱについて、ΠジΠではミドルクラス以上のフェミ࣏ 
ωストたちがՊ事࿓ಉ者のޑ༽主であることから、これまでՊ事࿓ಉ者のݘ利向上に対する取りૌみに
ほぼࢂՅしてこなかったという。例えͻՊ事࿓ಉをめた࿓ಉ運動が⾮常にΞであるߕߵにおいて、
Յは⾒られないʤࢂもフェミωストたちのࡑݳ 4 হ⼤ࢱܛ࢛ڰʥ。しかしごくۛ࠹になり、インドϋ
シΠのフェミωストたちはʰ私たちもԢԋする༽қがあるʱとڢ⼒をනし、รԿの๘լ的段にある
ことも指ఢされた。⼀๏Ϧーロッパでは、ޑ༽するଈでもあるフェミωストたちが、⻑年にわたり࿓ಉ
運動の中でۅ的にՊ事࿓ಉおよび移ेՊ事࿓ಉ者のݘ利運動をߨっていることがๅࠄされた。フェミ
ωストたちは、EU 内の࿓ಉૌや NGO ରにおいて、Պ事࿓ಉに関する༹々な決٠がなされる重要な
に関わってきたʤۃ 6 হ中⼒えりࢱʥ。また࿓ಉૌの⼥性෨や移े者の担当ۃは、Պ事࿓ಉは࿓
ಉであるという֮なқࣟを࣍ちながら、移े⼥性たちによるՊ事࿓ಉを重要な࿓ಉとしてࣟする΄
きであると٠をみ重てきたʤ 9 হࣲࢱ⼦ߵʥという。 

つこ࣍後にフロΠからはʰٗ能Կʱの٠に関し、৮業に関わるٗढ़やஎࣟを֭ಚして৮性を࠹ 
とが、かえって࿓ಉড়݇の交মをしͰらくしている実態があるという指ఢなど多くのқ⾒や࣯がرせ
られ、ࢂՅ者の関ৼの⾼さがうかがえた。 

 ʥࢥߪۊ理ʤਈઔ⼤学⾮常ܛ担当ʁ⼤ى
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IGS セϝψー（ਫ਼৫ҮεϨーθ） 

 ߃教育と⼥性のਫ਼֖の݊ܨ݆
 

 

ʴೖ時ʵ2020 年 11 ⽉ 21 ೖʤౖʥ10:00〜11:30  

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴߪԍʵ 

Ϝウラ・スτィーϔンス・οϣ(ύワイ⼤学⼤学Ӆऀ会Ռ学研究Ռ
ദ࢞課ఖࡑ、ࢥߪʥ 

ʰ⽣理のसい๏とし๏が⽣理ҡ常のྏ࣑の決定にも影響するʃ
ೖ本の⼥⼦⼤⽣へのインνビϣーからʱ 

ਁ⼦ʤযೈיҫྏ⼤学教授ʥ 

ʰ⽉ܨと⼥性の݊߃ʱ 

ʴ࢚会ʵ 

ઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅ者数ʵ97 名 

 

ʴटࢭʵ 

েݳするਐۛな⽣理学的ݩܨはほとΞどの⼥性にとって⼀⽣のうちの⼀定の期間、ほぼ定期的にܨ⽉ 
であり、⼥性の݊߃とືંにかかわっている。しかしこの⽉ܨに関する教育を私たちはॉにण͜てき
たのだろうか。本セミナーでは、ธ国ύワイ⼤学⼤学Ӆऀ会Ռ学研究Ռദ࢞課ఖの Maura Stephens-Chu

が、Stephens-Chuࢱ⼦学Ռ教授のਁޤ学෨ޤҫྏ⼤学יとযೈࢱ はҫྏਕྪ学者およびフェࢱ
ミωストਕྪ学者のཱི場から、そしてਁࢱはҫྏ৮者のཱི場から、⽉ܨ教育にして、それが⼥
性の⽣֖の݊߃にどのような影響を༫えるかについて各々の研究からๅࠄした。 

 

ʴ開催ๅࠄʵ 

本セミナーでは⽉ܨ教育と⼥性の⽣֖の݊߃をτーϜに、ธ国ύワイ⼤学⼤学Ӆऀ会Ռ学研究Ռദ࢞
課ఖの Maura Stephens-Chu 教育にܨ⽉、がࢱ⼦学Ռ教授のਁޤ学෨ޤҫྏ⼤学יとযೈࢱ
し、それが⼥性の⽣֖の݊߃にどのような影響を༫えるかについて、Stephens-Chu はҫྏਕྪ学者おࢱ
よびフェミωストਕྪ学者のཱི場から、ਁࢱはҫྏ৮者のཱི場からߪԍした。 

Stephens-Chu は、2017ࢱ 年度国際交流ۜخೖ本研究フェローお茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所の
研究ڢ⼒ҽとして来ೖし、2018 年度Ոまで౨ښでദ࢞ชのために主に⼥⼦⼤⽣や⽣理༽ة業、研究
者へのインνビϣーを通して調査研究をすすめた。本セミナーでは Silva Iaponticarum (Summer/Autumn 

2019)にࡎܟされたชெConceal at All Costs: Lived Experiences of Menstruation in Japan“の中から、ೖ本の
⼥⼦⼤学⽣の⽣理に関࿊するݩܨや⽣理༽業界の調査݃果を়ղした。⽉ܨ困難症やໃ⽉ܨなどの⽉
 ҡ常は、ۛ年ϜスϟディΠからもされ、ҫ学研究のடもあり、⼀ൢのਕにもঅ々にஎられるよܨ
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うになってきている。ೖ本はঙ⼦⾼ྺऀ会をഐܢに、⽉ܨҡ常が⽣৫能⼒に影響するということを、ϟ
ディΠやՌ学でک調し、学ߏ教育のݳ場でも、⽉ܨは⽣৫能⼒と関࿊があり、⽣৫能⼒とになる
ことが⼥性として⼤事であるとک調する。そしてそう教えられたऑい⼥性たちは、ࣙの⽉ܨब期が学
にೲことになる。Stephens-Chuのಝとҡなる場ܨ⽉でसったߏ の⼥⼦⼤学⽣へのイेࡑښは౨ࢱ
ンνビϣーを通して、その実態を調査した。調査ڢ⼒者の⼤ൔはຘ⽉定期的に⽉ܨがくれͻࣙは݊߃
だとࣟし、⼀๏、⽉ܨ不ॳであれͻݳ状の݊߃に題があり、গ来不ೝになるのではないかと不҈を
抱く。しかし⼥⼦⼤⽣たちは、⽉ྖܨが多かったり、⽉ܨ௩、⽉ܨ不ॳなどの⽉ܨҡ常をݩܨしても、
実際にはસてのਕがҫྏ機関をれるわ͜ではない。Stephens-Chu に題があった時の൶⼥たܨ⽉はࢱ
ちの対Ԣやྏ࣑の決定のҩいは、⽉ܨ教育と関ܐがあることを、インνビϣーでಚた⼥⼦⼤⽣たちの⾔
ཁを়ղしながら⽰した。 

そしてਁࢱはリプロダクτィϔ・ϖルス、とくに不ೝを研究Үとする研究者だが、⽣࿓ಉの不
ೝྏ࣑関࿊のݗ౾会җҽもݩܨし、ޤ৮のՊとして、まͥ⽉ܨのҫ学的ଈを解ઈした。そして
による学ܨ⽉学⽣の⼤ܧޤ、パフΧーϜンスへの影響に関する調査やٗڟΠスリートの⽣ߏ⾼とܨ⽉
業への影響、就業ޤ৮者の⽉ܨ症状が事に༫える影響を⽰す調査݃果を়ղしながら、⽉ܨに
関する題が⼥性の⽣活にどのように影響をٶぼしているかや、そうした題にどのように対ॴしてい
るかについても়ղした。また⽉ܨに対する教育プログラムとՃٶび⽉ܨ教育へのωーθについても、
、௩コントロールのための教育を通したް果を়ղしܨ⽉教育や、⼤学⽣に対するܨ⽉に対する⽣ߏ⾼
こうした教育のωーθに⾔ٶした。࠹後にࢱਁࡑݳがすすめているՌ研プロジェクトで、⼦ٸ内ຜ症の
と関࿊͜た調査内容を়ղݩܨ教育のܨ⽉者の׳開始が遅れる⼥性のίースについて成ਕ⼥性ྏ࣑
し、⽉ܨはϐトの⽣৫とく関わるだ͜でなくɾ⼥性の⽣֖の݊߃と関わっていることを⽰し、これか
らの⽉ܨ教育はՁを指しɾどう構ଆԿす΄きなのか、それをどのように実ૹ/実ݳさせるのかといった
題をًした。 

多くの⼥性にとってਐۛな題であるため、セミナー後もࢂՅ者からも多くのコϟントや࣯がرせ
られ、⾮常にқٝあるセミナーとなった。 

担当ʁઍഀ༟ՅʤIGSى ಝ任リγーοフェローʥ 
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IGS セϝψー（学಼ݸఈ） 
ダψʀύラΤェのフェϝωθム 
 

 

ʴೖ時ʵ2021 年 1 ⽉ 13 ೖʤ⽔ʥ13:20〜14:50 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoon ウェビナーʥ 

ʴࢥߪʵ 

 ʥࢥߪۊさきのʤຍ༃者・お茶の⽔⼥⼦⼤学⾮常ڰ⾼

ʴ࢚会ʵ 

൚井広ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅ者数ʵ23 名 

 

 

 

 

ʴटࢭʵ 

ダナ・ύラウェイஸのʲԒと⼥とγイϚーグʁࣙષの࠸ʳ(SiPianV� &yEorJV� and :oPen� The 

5einYention oI 1ature, ੪ౖऀ、2000 年ʥや̡ ಉのポリτィクスڢとਕがड़会うときʁҡझݚ ʤr:hen SSecieV 

0eet, ੪ౖऀ、2013 年ʥの༃者でもある⾼ڰさきのࢱに、ۛ年改めてを集めるダナ・ύラウェイの
思およびフェミωθムについておいただく。 

 

ʴ開催ๅࠄʵ 

2021 年 1 ⽉ 13 ೖʤ⽔ʥ、ύラウェイʲԒと⼥とγイϚーグʳ̡ とਕがड़会うときʳなどの༃者であݚ
る⾼ڰさきのࢱʤຍ༃者・お茶⼤⾮常ࢥߪۊʥをࢥߪとしてܶえ、h ダナ・ύラウェイのフェミωθムʱ
と題する学内ݸ定のセミナーを開催した。 

セミナーは、BLM の運動がًき、COVID-19 のパンデミックという時代にフェミωθムをߡえる時、
いまだ 2 ഀの段ではなかったかという題ًから始まった。Πϟリカの状況からଌえると、̏
ഀフェミωθムは 19 世ن後ൔにྶ解๎運動などとνッグをૌΞだ形での⼥性解๎運動や 20 世ن初ಆ
の࿓ಉ運動があり、それが್࣏⼤ક前のޮฑ࿓ಉخ६๑をはͣめ、ਕࢂݘや中ઊなどに関する
٠の⾼まりや、ϖϪン・ίラーの্֗者運動の๘լとなっていった。 

ޮݘ運動から 2 ഀフェミωθムが始まり、2000 年代วりからの 3 ഀはいわΑる⼥の್ߴ対ཱི
的な؏点をえて、セクシϣΠリτィーの題なども点Կしていった。しかし、ྶにお͜るࣙހ
のਐରの⾮所༙という題、例えͻྶがड़ࢊするとその⼦ڛはྶ主の所༙になるといったことな
どをめて、⼥性がೝ৹してࢊかࢊまないかという題は̏ഀからの題であるとύラウェイも指
ఢしているように、 1 ഀ、 2 ഀ、 3 ഀのఴ的なۢをୱ९に定してࡃ題ではないという
指ఢがあった。 
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COVID-19 の影響についてύラウェイがޢったことʗ COVID-19 はਕॏڠ通感染症というಝがあ
り、しかもその影響は不ߩۋであること、とりわ͜ラτンܧ、カラードのਕ々、Φッセンシϡル・ワー
カーへの感染によってݫ々の݊߃状態やස困状態に対して༫える影響がਛ⼤であることʗ、それらは
HIV に関する൶⼥の٠と૮ဳって、ਕ間とࣙષ、ਕ間と動、⼥と、ਕ間と機փなどの್๑・対
⽐のࠂというτーϜを改めて浮き彫りにしたのではないかという点は重要な指ఢであった。 

以上のようなݳ代との関わりの中でύラウェイの思の構えを়ղしてから、൶⼥の思形成につい
て、コロラドयデンバーでの⽣まれつきのՊଔとの関ܐ、カリフΧルωΠयϐールθバーグでの࿂ਕや
ഓ۰者といったྪԓ関ܐによるՊଔ、カリフΧルωΠ⼤学γンνクルーθߏのӅ⽣や༓ਕたち、そして
Ԧयの༓ਕたちとの関ܐといったஎ性࢛的なชຼとঀஸࡠのҒ置͜がなされた。 

そもそも⽣学࢛ड़ਐで、ఫ学やช学、Ռ学࢛などԥஇ的な研究を進めてきたύラウェイは、ਕ
間中ৼの⾒๏かられてh クトΣルー新世ʱというଌえ๏をしつつ、h からだ／bodyʱを⾒つめてきた思
Պであった。しかし 2 ഀフェミωθムはऀ会的なものにして⽣学的なଈをりཚとしてき
た。昨今改めてਐର性にがされてきているものの、sex は 20 世ن初ಆには性พといったқັ内容だ
ったものが、21 世ࠔنになると、性ߨҟが 1 ٝ的なқັの⾔ཁとなってきて、ѽいにくいものとなっ
ていた。 

Ռ学との関ܐでは、20 世ن後ൔにύラウェイがした題として、 1 にޮ֒題、 2 に࣏世代
の題がある。とりわ͜ʰ⽣きの࣏世代ʱ題は、本来、ࢊ／ࢊまないといった性的ࣙހ決定ݘを
はͣめとしてࣙષ・ऀ会・ਕชՌ学સରの題、地ځસରに関わる題܊であり、その外Ԉから、題
をଌえるとするならͻ、̡ γイϚーグઑ⾔ なrどで取り上げられたように、τクόロジーの題もඈ͜て
通れない。ਕをࡠるのではなく、ྪԓ関ܐをࡠるのだというτーκも、こうした広い題に関わっ
ており、ύラウェイのフェミωθムのঀ૮を、൶⼥のߪԍ・τクストなどをોࡒにॐԥໃਜにޢってい
ただいた。 

担当ʁ൚井広ʤIGSى ಝ任ࢥߪʥ 
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IGS セϝψー 
ϔリテンͶ͕͜るフランη⾰ໍ૬ʁバーέ Ys Τルηφン
έラフφ 
 

ʴೖ時ʵ2021 年 1 ⽉ 22 ೖʤۜʥ13ʁ30〜16ʁ00 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoon ウェビナーʥ 

ʴๅࠄ者ʵ 

後౽ߔ⼦ʤ๑⼤学教授ʥ 

ഗ֠એਚʤ੪ࢃ学Ӆ⼥⼦期⼤学教授ʥ 

ʰ2  的コンτクストʱ࢛のชԿࡠ

ੜ⽔⼦ʤӵޢӵช学者ʥ 

ʰ̡ ਕ間のݘ利の༶ޤʳに⾒るウルストンクラフトのӵޢʱ 

ʴ౾者ʵ 

ཱིઔ݁ʤ成⼤学教授ʥ 

ʰウルストンクラフトのঐ業ऀ会൹ʱ 

 ʤ๑⼤学教授ʥݫ௫ݚ

ʰウルストンクラフトのフェミωθム vs.バークのフェミωθムʃʱ 

ʴ࢚会ʵ 

൚井広ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅ者数ʵ23 名 

ʴटࢭʵ 

バークʲフランスַໍのࡱʳへのൕとしてॽかれたウルストンクラフトʲਕ間のݘ利の༶ޤʳが
फめられた̡ ਕ間のݘ利の༶ޤ／໊ୣの教育について ʤrښ⼤学学ढ़ड़൝会、2020 年ʥのߨקを機に、
ウルストンクラフトのฑ等思やフェミωθムの内実、そしてバークとウルストンクラフトを中ৼにし
て 18 世نϔリτンにお͜る思࢛上の題などについて、༃者 3 ਕと 2 ਕの 18 世ن思࢛研究者をܶ
えて٠をめる。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

2021 年 1 ⽉ 22 ೖʤۜʥ、h ϔリτンにお͜るフランスַໍ૬ʁバーク vs ウルストンクラフトʱと
題するセミナーを開催した。ウルストンクラフト̡ ਕ間のݘ利の༶ޤ／໊ୣの教育について ʤrښ⼤学
学ढ़ड़൝会、2020 年ʥの༃者 3 ਕと、ウルストンクラフトがతとみなしたバークをとする 18 世
研究者࢛ϔリτンの思ن 2 ਕが登壇し、それͩれの視点からのๅࠄとコϟントがߨなわれた。 

後౽ࢱ⼦ߔʤ๑⼤学ʥからは、ຍ༃にࢺったܨҤとごࣙਐの研究関ৼ、ϖーゲルのフランスַໍ
から始まり、なͧイングランドでフランスַໍがًきなかったのかという点で、イングランドにお͜る
代٠主主ٝに関ৼをرせ、フランスの⼀ൢқࢦとはҡなるνイプの、理性とಛに視を置いて教育
に期待し、理性と感性をӀきすバークを൹したウルストンクラフトの思のಝが指ఢされた。 
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ഗ֠એਚࢱʤ੪ࢃ学Ӆ⼥⼦期⼤学ʥはまͥ、̡ ໊ୣの教育についてʳで⽰された、ਈのસ性へ向か
うための理性のஃ࿋やಛのसಚや、シϡポウン̡ 精ਈの向上についての⼿ࢶ へrのڠ໒、̡ ਕ間のݘ利の
༶ޤʳでのַໍ૬にお͜るʰൕバークਠӨʱのકう⼥性නেなどにৰれた。そして、عଚの⼥性へ
の൹であった̡ ⼥性のݘ利の༶ޤ がrஸされるのは、̡ ໊ୣの教育について とrいう⼥性ࣙਐによる⼥
性があり、またʲਕ間のݘ利の༶ޤʳにおいてバークなどのతとのકいの実ભがあったことが⽰さ
れた。 

ੜ⽔⼦ࢱʤӵޢӵช学ʥからは、通的なޢኰとΠカデミックなޢኰとがࠠࡑするウルストンクラ
フトのಢಝなනݳについて指ఢがあった。ݺ々の༽ޢ、例えͻ gothic について、バークがُ࢞ಕ精ਈな
どのसをқັするߢ定的なชຼで༽いたのに対して、当時のঘઈで࢘われた通的なޢኰとしては൳
定的な⾔ཁであり、ウルストンクラフトもや҂ᗠながらもѳटັさをイϟージさせるޢኰとして༽
いているという対লなど、ほかに gallantry、liberal についてもコϟントがあった。

コϟンτーνーのݚ௫ࢱݫʤ๑⼤学ʥからは、৶བできるຍ༃であり、༑れたと解ઈからなると
いうՃの後、ウルストンクラフトをバーク、ϠンτスΫϣー、ϐϣームと対লさせつつ、h ฑ等なり
をする不ฑ等な⾔ઈʱを൹する൶⼥の٠からʰୱત的な・的的なྼ࢛؏ʱを୦し、思ܧොに
ついてのジェンダー的リϲィジョンが必要であること、ܔのࡃܨ中ৼ࢛؏を୦し、ُ࢞ಕなどをช
Կのਬ進⼒としてଌえることが指ఢされた。 

もうͽとりのコϟンτーνーであるཱིઔ݁ࢱʤ成⼤学ʥからは、ウルストンクラフトのঐ業ऀ会൹
を中ৼにコϟントがあった。とりわ͜ウルストンクラフトが理としたのはʰࣙࣙڇଏをϗースにし
たಢཱིࣙӨ のɦ世界であったこと、ঐ業ऀ会で⾒られるଠ者によるՃではなく、h りなき理性ʱޣ
へのෲॊと、理性のಅによるಛの֭ಚがࠤの不໕へとࢺるというʰଠ者によるՃからਈによるՃ
へʱというಢಝなभ教؏の下で、ࣙ༟とฑ等が構されたという指ఢがあった。 

࣯ٛԢでは、ウルストンクラフトを、スミスやϘインなど、ঐ業ऀ会にお͜るऀ交やܛޕ性のҒ置
͜をめ͛る題、ُ࢞ಕのՃがύンナϠΠとバークではਇٱではないかといった理をめ͛る題、
ウルストンクラフトのभ教؏のಢࣙ性Ձなど、18 世نの思࢛上のさま͡まな題がとりあげられ、
活なқ⾒交がされた。

担当ʁ൚井広ʤIGSى ಝ任ࢥߪʥ 
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IGS セϝψー 

ンχϋεアͲՊࣆ࿓ಉंをૌ৭化する͞と 
ʴೖ時 2ɻ021 年 2 ⽉ 6 ೖʤౖʥ15ʁ00〜17ʁ00  

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴߪԍ  ɻ

リν・ΠングライωʤJaringan Nasional Advokasi Pekerja Rumah Tangga

ʤJala PRTʥコーディϋーνーʥ 

ʰૌΠドϚカシーのためのૌ৭ԿʁラップʤRAPʥ๏ࣞによるૌҽ
めてٽ༢活動ʊՊ事࿓ಉ者ʤPRTʥのディーセント・ワークをש  ɦ

ʴディスカッγント  ɻ

Πω・スοプトʤインドϋシΠ⼤学०教授ʥ 

ʰՊ事࿓ಉ者ฯޤ๑ҌʤRUU PPRTʥの⻑いಕのり  ɦ

ฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ通༃ ワɻオデ・ύωフΟー・イスτィコϜʤ⼀ڰ⼤学⼤学Ӆദ࢞後期
課ఖʥ 

ʴ࢚会ʵฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ⾔ޢʵインドϋシΠޢ／ೖ本ޢʤೖ本ޢ࣏通༃ʥ 

ʴࢂՅ者数 5ɻ8 名 

ʴटࢭ  ɻ
国際࿓ಉ機関ʤILOʥ2015 年の調査によれͻ、インドϋシΠ国内のՊ事࿓ಉ者は 400 ຬਕと⾔われている。

その多くが⼥性で、ߨݳ๑では࿓ಉ者性がめられていないため、3 つのղ⼊が必要だとされている。۫ର的
には๑度のඍ、Պ事࿓ಉ者のૌ৭Կ、ࢤऀ会からのٶ࣍ࢩびࢩԋである。本セミナーでは、インドϋシ
Πにお͜るՊ事࿓ಉ者のૌ৭Կકྲྀについてのๅࠄと 16 年以上継続৻٠となっているՊ事࿓ಉ者ฯޤ๑Ҍを
め͛るݳ状ੵから、いかにしてՊ事࿓ಉ者のディーセントなʤనなʥ࿓ಉڧを֭ಚするか٠する。 

ʴ開催ๅࠄ  ɻ
 本セミナーでは、インドϋシΠでՊ事࿓ಉ者のૌ৭Կをਬ進する Jala PRT ナショナル・コーディϋー
νー、リν・ΠングライωࢱをおܶえしてʰインドϋシΠでՊ事࿓ಉ者をૌ৭ԿすることʱをτーϜに
研究の⼀ਕ者であるΠω・スοプト࣑ԍいただいた。また、インドϋシΠにお͜るジェンダーとߪ
࢚。状況につきੵいただいた࣑๑Ҍをめ͛るޤをおܶえし、インドϋシΠにお͜るՊ事࿓ಉ者ฯࢱ
会を担当したジェンダー研究所のฑは、ディスカッγントとして移ेՊ事࿓ಉฯޤ๑Ҍにお͜る Jala 

PRT のༀׄについて࣯し、٠にՅわった。 

 はͣめに、ฑが、Jala PRT のૌ৭֕要をઈした。Jala PRT のਜ਼ࣞ名সはՊ事࿓ಉ者ΠドϚカシー
国内ϋットワークʤJaringan Nasional Advokasi Pekerja Rumah Tanggaʥである。当ରは、ਜ਼ࣞな࿓ಉ者
とはみなされていなかったՊ事࿓ಉ者を、ਜ਼当なۜと待۲をಚてષる΄き࿓ಉ者であるとして、待۲
の改善を指している。ࡑݳインドϋシΠ国内の 8 つの地ҮにてՊ事࿓ಉ者のૌ৭Կをਬ進し、ジϡカ
ルνࢩ෨のૌҽ数は 5185 ਕにୣするという。 

が、当ରが実施するࢱにΠングライω࣏  RAP ๏ࣞによるૌҽש༢活動についてๅࠄした。同ࢱは、⼥
性に対する不ฑ等が、෩ݒやڅ、ਕझバイΠスとࡸに交ࡪした݃果、Պ事࿓ಉ者に対するࠫพやबวԿ
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が⽣まれたと指ఢし、Պ事࿓ಉ者がディーセントではない࿓ಉڧやܘ༼ޑ༁に対߇する⼿段を࣍たないこと
を題点としてڏげた。そこで当ରでは、ディーセントな࿓ಉ֭ڧಚのため、Պ事࿓ಉ者とޑ༽主による
のՊ事ࢤՍ取ಚをඬに、各主要ٵ務時間とۊびϚーナスのన༽、๑ཱに६ͣたٶఁۜ࠹༁のॽԿやܘ
࿓ಉ者らをૌ৭Կし、運動をఴ開している。この運動へのࢂՅ者をଁやすためにש༢活動で༽いられるのが
RAP ๏ࣞである。 

RAP では、Jala PRT を়ղするパンフϪット等にՅえ、ऀ 会ฯ্実施機関によるޑ༽ฯ্パンフϪットやՊ事
࿓ಉ者のฯޤに関する࿓ಉوଉについてॽかれたものをνーゲットとなるՊ事࿓ಉ者にഓාし、ޮ 的なࢩԋに
ついてのܔ活動もߨっている。またש༢の際には、νーゲットのड़ਐ地や࿓ಉ期間のほか、࿓ಉ状況や৮場で
抱えている題やその解決๏๑などを、きめࡋかくϐΠリングしている。活動にࢂՅすることになったνーゲッ
トは、οーム 10 とݼͻれる各地Үのҗҽ会にࢂՅする。οーム 10 では定期的なミーτィングを通ͣて、ϟンバ
ーとࢤ、यϪϗルの上෨ૌ৭とのోڰしをしている。また、οームϟンバーの࿓ಉٶびޑ༽状況をѴし、Jala 

PRT のパラリーΪルやΠドϚカシーοームに͙ܪ、題を抱えているϟンバーのγポートもしている。νーゲッ
トが活動にࢂՅしない場でも、ϟンバーは RAP を܃りศすことで、νーゲットの状況を常にѴし、活動へ
のࢂՅをଇしていると同ࢱはफ़΄た。 

Πω・スοプトࢱは、Պ事࿓ಉ者ฯޤ๑Ҍが 17 年もの間継続৻٠である理༟と、๑Ҍ成ཱིまでの࣑的な課
題をੵした。同ࢱは、Պ事࿓ಉ者ฯޤ๑Ҍがౚや࣑Պにとってમڏのঋ利に߫ݛできるકྲྀ的๑ཱではな
いこと、๑Ҍを࣍ࢩするౚの٠ੰ数が不ॉであることが成ཱིの主なଏかせとなっているとफ़΄、そのഐܢと
して、ਕݘฯޤの視点を࣍つқ思決定者のܿを指ఢした。また、国ՊがՊ事࿓ಉ者を、҈Ճなঐとしてѽっ
ていることや、インドϋシΠැが ILO189 ٶ⾔ড়༁൹०を指していても国内の๑ඍが進まないことにもߺ
した。 

 同ࢱはฯޤ๑Ҍの成ཱིにあたり、点を 2 点ڏげた。⼀にฯޤ๑Ҍを࣍ࢩするౚの٠ੰ数のঙなさであ
る。ࡑݳ、๑Ҍは٠ੰ数 59 のౚが࣍ࢩしているが、ฯޤ๑Ҍを൹するౚの٠ੰ数が 85 であるうえ、その
ଠのౚもฯޤ๑Ҍに対するқ思න⽰をしていない。๑Ҍの決定に౦ධがߨわれれͻ、ฯޤ๑Ҍ成ཱིは失ഌにश
わる可能性が⾼い。以上をಁまえ್に、ฯޤ๑Ҍを࣍ࢩするౚとଠౚとの࣑的Πジェンダの交মが必要
と指ఢした。ଠౚにฯޤ๑Ҍを࣍ࢩしてもらうのとӀきえに、ࡑݳฯޤ๑Ҍを࣍ࢩしているౚが、ଠౚ
が関ৼを࣍つような๑Ҍを࣍ࢩする必要性があるということである。 

⽰う必要性をߨରへのロビー活動やΠドϚカシー活動をકྲྀ的に࣑๑Ҍ成ཱིにՅえ、地๏ࣙޤはฯࢱ後に同࠹
定が進まない事例があるためである。地ۢ、यϪϗルでوした。๑Ҍは成ཱིしたが๑ཱの運༽やΪイドラインࠨ
๑Ҍの運༽がスムーθにいくことを、実ભを通ͣてΠピールすることがް果的であるとफ़΄た。 

 ディスカッγントでもあるฑはΠングライωࢱのๅࠄをण͜、Jala PRT がՊ事࿓ಉ者ฯޤ๑Ҍ策定において
果たしたༀׄ、COVID-19 によるՊ事࿓ಉ者への影響をਚた。1 つの࣯に対し、Πングライωࢱは、Jala 

PRT の事前調査を通ͣて、2004 年、Պ事࿓ಉ者に関する๑Ҍߚをड़し、その後も๑Ҍの࣍ࢩౚへのロビ
ー活動をߨっていることをઈした。2 つの࣯には、COVID-19 によってՊ事࿓ಉ者の⽣活に⼤きなෝ担が
かかっているとらかにする。ޑ༽主のࡑワークにより、業務や࿓ಉ時間がଁՅしているだ͜でなく、Պ事࿓
ಉ者の⼦どもたちのリϠート授業への対Ԣが難しくなっているという。さらに、COVID-19 により、ޑ༽主のܨ
े、されޑ状況がѳԿしてしまい、その݃果࿓ಉ者が解ࡃ まいとफ⼊を同時に失う࿓ಉ者がいる。しかしながら
ॉなޮ的ฯ্がଚࡑしないことを題視した。 

Յ者からはࢂ  Jala PRT の۫ର的な活動に関する࣯や、عଚの࿓ಉ者ૌとのڢ⼒について、そしてޑ༽主
ଈのқ⾒をਚるが多くڏがった。本セミナーは༩定時間を⼤にӿえ、況のうちੱしまれつつ閉会した。 

 後期課ఖʥ࢞学⼤学Ӆദ⼤ڰ⼀担当ʁີӞよはなʤى
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Gender 0Dttersʁ%einJ D ForeiJn $FDdePiF in -DSDn 
（ೖຌの⼤学にお͜Ζ国⼈⼥性گҽのΠυンτΡτΡཀྵ論ʁジェンダーの؏఼͖Δ） 

ʴೖ時 2ɻ021 年 2 ⽉ 16 ೖʤՒʥ15:00~16:30 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴ研究ๅࠄ  ɻ

ダイΠン・ϙーリー・ナΪトϠʤお茶の⽔⼥⼦⼤学教授ʥ 

Gender MattersʁBeing a Foreign Academic in Japan 

リοϡ・オーリʤએཁ⼤学ࢥߪʥ 
Identity Matters: Carrying the Burden of the Ascribed “Lesser” Identity 

ʴ࢚会ʵރ୫ཇ⼦ʤIGS 所⻑／お茶の⽔⼥⼦⼤学教授ʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴ⾔ޢʵೖӵʤ同時通༃ʥ 

ʴࢂՅ者数 1ɻ01 名 

ʴटࢭ  ɻ

ۛ年、⼤学や⼤学教ҽという৮झにお͜るジェンダーάϡップについての٠がΞである。しかし、そΞ
な中でも、外国ਕの⼥性教ҽがݩܨするインνーセクショナルな題が٠されることはまだঙない。本セミ
ナーでは、ダイΠン・ϙーリー・ナΪトϠڠฦஸʲForeign Female English Teachers in Japanese Higher Educationʳ
を題ࡒに、ೖ本の⼤学でӵޢを教える外国ਕ⼥性教ҽの৮業的Πイデンτィτィ形成にまつわる題を、当事
者のݩܨをもとにࡱߡする。 

ʴ開催ๅࠄ  ɻ

2021 年 2 ⽉ 16 ೖʤՒʥIGS セミナーʰೖ本の⼤学にお͜る外国ਕ⼥性教ҽのΠイデンτィ理ʁジ
ェンダーの؏点からʱがオンライン開催された。ダイΠン・ϙーリー・ナΪトϠお茶の⽔⼥⼦⼤学教授
とリοϡ・オーリએཁ⼤学ࢥߪをࢥߪに招き、࢚会はރ୫ཇ⼦ IGS 所⻑が務めた。 

 ナΪトϠࢱは、ӵޢ教ҽのジェンダーとΠイデンτィτィの研究に⻑きにわたり取りૌΞでいる。本セミナー
での研究ๅhࠄ ೖ本の⼤学にお͜る外国ਕ教ҽとジェンダー でɦは、これまでに実施した研究プロジェクトを通
ͣて、研究関ৼがどのようにఴし、࠹新の研究成果である 2020 年ߨקのڠฦஸॽʲForeign Female English 

Teachers in Japanese Higher Education: Narratives From Our Quarterr  。られたޢったかがࢺにߨק

 ナΪトϠࢱが同の研究を開始したのは 2005 年ごろで、当初は、ಝにジェンダーをқࣟしてはい
なかったという。しかし、⼤学のӵޢ教ҽを対েにしたインνビϣー調査でらかになったのは、⼥性
たちが⼤学でӵช学をߊして教ҽになるというΫϡリΠに、ジェンダーが⼤きく関ܐしていたという
事実であった。1960〜80 年代に学⽣であった⼥性たちにとって、ӵช学෨は、がましいと思うʰお
༹的ʱでʰనʱな進࿑だった。数学ߊなどとҩって性とのݭしいڟ૬をঋちൊく必要はなく、
গ来݃࠙して業主になったのちもࣙで⼦どもたち૮⼿のӵޢ教࣪を開いたりできると、たちは
໊をઈಚしたのだった。 

を対েとしたインνビϣーをࢥ教ޢの研究プロジェクトでは、ೖ本ਕのഓ۰者をもつ外国ਕ⼥性ӵ࣏ 
実施した。そのซき取りからは、൶⼥たちの৮業的Πイデンτィτィ形成には、ジェンダーと国が重
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要な要ોであることが浮き彫りになった。外国ਕであるためにޑ༽ড়݇が不利であったݩܨや、ೖ本の
ʰϋイτィϔ・スピーカー主ٝʱが、Πイデンτィτィ形成に影響を༫えるのだ。続いて⼥の外国ਕ
ӵޢ教ࢥへのインνビϣーによる⼥⽐較の調査をしたことで、外国ਕ⼥性教ҽたちのݩܨへの関ৼが
ますます⾼まってきた。そこで、ڠ同研究者たちと取りૌΞだのが、外国ਕ⼥性教ҽのࣙఽ的ޢり
ʤautographical narrativeʥをฦࢌするというプロジェクトである。 

 このプロジェクトには、国、ଔ、性的Πイデンτィτィ、年ྺ、ޑ༽形態、࠙عາ࠙のพなど、
多༹なバックグラウンドを࣍った 23 名のࣧජ者がࢂՅし、それͩれがϤωークなޢりをڛしている。
ナΪトϠࢱは、ࣙఽ的ޢりは、学ढ़研究のでは⽐較的新しい⼿๑であるとઈした。これには、研
究者がインνビϣー内容を解एしたりੵしたりするのではなく、ࢂՅ者がࣙの⾔ཁでࣙのストー
リーをޢるというಝがある。利点としては、৮業的Πイデンτィτィの形成過ఖやң࣍についてより
い理解をもたらすこと、ࢂՅ者にとってรַ的なࣙހࣟのݩܨとなること、そして、⼀ൢಣ者にと
ってもりやすくܻ࢙的な研究成果をڛできることがあるという。そうした利点は、続いて登壇した
オーリࢱの研究ๅࠄからも⾒て取れる。 

 オーリࢱはナΪトϠࢱのプロジェクトのࣧජ者のͽとりである。h Πイデンτィτィの重要性ʁ̡ ྾等ʳ
Πイデンτィτィとされる重՛をഐෝってʱと題する研究ๅࠄでは、このࣧජのݩܨをخに、ݺ々ਕが
ࣙのΠイデンτィτィについてߡえることを通ͣてࣙހࡱすることのқٝをઈいた。 

 オーリࢱの৮業的Πイデンτィτィの中で⼤きなҒ置をઐめているのは、h ӵޢをす外国ਕʱであること
とʰ⼥性ʱであることであるが、್つのカτβリーはその࣊以上のࡸ性をはらΞでいる。オーリࢱは、ೖ
本にお͜るh ӵޢをす外国ਕ にɦはਕझによるがあることを、ӵޢ教ҽとしての就৮活動を通ͣて実感
したという。ޢ学教࣪などで期待されるʰϋイτィϔ・スピーカーʱには、h പਕʱであることもҋにま
れている。インドड़ਐのオーリࢱはʰӵޢをす外国ਕʱでありながら、それだ͜ではॉではないとࣟさ
れることを、h ྾等ʤlesserʥɦ Πイデンτィτィという⾔ཁでනした。 

 ⼥性であることも、性と同ͣようにಉ͜るか、というҋの前ড়݇がある中ではʰ྾等ʱのΠイ
デンτィτィとなる。例えͻ、ଠの多くの⼥性がݩܨするように、オーリࢱも、ࡀ༽ંの際に、⼦ど
もを࣍つ༩定はあるかと࣯されたという。性へのંでは題にならないと思われるこの࣯に、
ൕࣻ的にʰないʱとえてしまったことについて、オーリࢱはʰプロらしくないʱと思われたくなかっ
たのだと৾りศる。これは、⼥性であるというʰ྾等ʱのΠイデンτィτィが重՛となっていることの
නれとも⾔える。 

 私たちは、ໃқࣟのうちにΠイデンτィτィにളられている。Πイデンτィτィは、बりがࣙをど
う⾒るかと、ࣙはࣙをどう⾒るかが૮まって形成され、それがどのようなߨ動をとるかの動機、理
༟、ݬҾとなったりする。オーリࢱは、このようなໃқࣟのࡠ༽についてࣙしてみることが⼤だと
つқັや࣍ࣟし、そのΠイデンτィτィがހ調した。ͽとりͽとりがΠイデンτィτィについてࣙک
ෝ՛についてࣙހࡱすること、そしてまたそれについてޢることは、よりฑ等でޮਜ਼なऀ会の構に
つながるのではないかとの⽰ࠨもなされた。 

 2 つのๅࠄを通ͣて、ೖ本の⼤学の外国ਕ⼥性ӵޢ教ҽをめ͛る状況についてஎると同時に、ࣙఽ的
ྺ⾼⼦りという研究⼿๑や、Πイデンτィτィ研究のқٝについても理解をめることができた。ঙޢ
ԿやグローバルԿをഐܢにダイバーシτィのਬ進がٽめられている昨今、ޮਜ਼なऀ会の実ݳに͜て、
Πイデンτィτィについての理解や٠は今後⼀重要になっていくだろう。 

ඔʤIGSޮݬ担当ʁ٤ى ಝ任リγーοフェローʥ 

71



国㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮䞉䝉䝭䝘ー 

 

▶ 2020 ೧ౕ क࠷ IGS 研究ճࡋ────────────────── 

IGS 研究ճ 
IGS 研究ྙڢҽ研究ๅࠄճ 
 

ʴೖ時ʵ2021 年 3 ⽉ 11 ೖʤ⽊ʥ14:00〜16:00 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴѭࡲʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴๅࠄʵ 

 ९Մʤ実ભ⼥⼦⼤学०教授ʥࠞࢃ

ʰίΠ・Պ事࿓ಉのࢤ場Կはジェンダーฑ等を実ݳするかʱ 

佐७⼦ʤܜԢٝग़⼤学ಝ任ࢥߪʥ 

ʰ⻑थऀ会にお͜る⼥性のۜ༧ߨ動ʤࢊࣁ؇理、ࢊࣁમ、ࢊࣁ
運༽) ʊೖ本ৄ業ڢ会調査からのࡱߡʊʱ 

ʴコϟントʵ 

୫ཇ⼦ʤIGSރ 所⻑ʥ 

ʴ࢚会ʵઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ主催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅ者数ʵ26 名 

 

ʴटࢭʵ 

お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所では、当研究所の研究ڢ⼒ҽに対してࡑ期間中にࣙਐの研究়
ղも、研究ๅࠄすることをٝ務͜ている。2020 年度は 2 名が当研究所の研究ڢ⼒ҽとして研究活
動をߨい、その研究内容を主に学内研究者に向͜て়ղする IGS 研究ڢ⼒ҽ研究ๅࠄ会を 2021 年 3 ⽉
11 ೖに開催した。1 ਕのๅࠄ者のࠞࢃ९ՄはίΠ・Պ事࿓ಉのγービスのࢤ場Կがジェンダーฑ等を
実ݳするかをτーϜにๅࠄし、2 ਕのๅࠄ者の佐७⼦はೖ本の⻑थऀ会にお͜る⼥性のۜ༧ߨ動を
τーϜにๅࠄした。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

2020 年度、お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所には、ࠞࢃ९Մと佐७⼦が研究ڢ⼒ҽとしてࡑ
したʤ本ๅࠄॽ 132 นࢂলʥ。ジェンダー研究所はࡑ期間中にࣙਐの研究়ղも、研究ๅࠄする
ことをٝ務͜ているが、この 2 ਕの研究ڢ⼒ҽが、2021 年 3 ⽉ 11 ೖにオンラインで、主に学内研究
者に向͜てࣙਐの研究についてそれͩれๅࠄした。そして、ࢂՅ者とともに 2 ਕの研究τーϜについ
て౾した。 

 1 ਕのๅࠄ者のࠞࢃ९ՄはʰίΠ・Պ事࿓ಉのࢤ場Կはジェンダーฑ等を実ݳするかʱというνイ
トルでๅࠄした。ίΠ・Պ事࿓ಉの୦ՊଔԿはジェンダーฑ等の主要課題であるが、今ではこれらが

ʰࢤ場Կされたγービスʱとなり、これらを߬⼊するという新ࣙ༟主ٝ的な解決が主流になりつつあ 
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る。しかし、世ଵのफ⼊によってこうしたγービスの߬ഛ⼒の֪ࠫを⽣み、γービスの߬⼊が難
しいఁ所ಚ世ଵでは、かつてよりもίΠやՊ事࿓ಉがՊଔへのෝ担となってきている。ಝに⼥性がそ
れらを担う傾向がکいことから、⼥性間の֪ࠫや⼥性࿓ಉ者の੮ओԿにもつながっている。ๅࠄの中
ではঀ外国のίΠやՊ事࿓ಉに対するڇۜݳとࢤ場Կのݳ状を়ղし、ಝにスウェーデンではՊ事
γービス߬⼊への੭ֻ߉ঈが実施されるようになり、ίΠやղޤにおいて同ͣίΠのωーθを࣍ちな
がらも、फ⼊によって利༽できるγービスがҡなるため、世ଵफ⼊の֪ࠫによるίΠやՊ事の࣯やྖ
にรԿがًこっているݳ状を়ղした。ೖ本のղޤฯݧ度などίΠ・Պ事のࢤ場Կ策も、国の
୯もがίΠやՊ事࿓ಉのγービスを利༽できるようにઅܯされている度ではないため、ݺਕ間や
⼥の間の֪ࠫをさらに広げることになり、度અࣙܯରに題があると݃Ͱ͜た。 

 2 ਕのๅࠄ者の佐७⼦は、h ⻑थऀ会にお͜る⼥性のۜ༧ߨ動ʤࢊࣁ؇理、ࢊࣁમ、ࢊࣁ運
༽ʥʗೖ本ৄ業ڢ会調査からのࡱߡʗʱというτーϜでๅࠄした。⻑थऀ会において、⼥性の
ฑۋथໍは性に⽐΄て༁ 6 年⻑く、それは⼥性のほうがよりࡃܨ的ࢩԋʤࢊࣁʥが必要であること
をқັしている。そのため⼥性ࣙらのࢊࣁ؇理は重要であり、佐は⼥性のۜ༧ߨ動ʤࢊࣁ؇理、ࣁ
に関するસ国調査ࣁ౦会ʰৄڢ業運༽ʥについて、ೖ本ৄࢊࣁ、મࢊ ʤɦ2018 年ʥからੵをࢾ
みた。佐はۜ༧ߨ動の⼥ࠫの要Ҿやৄ౦ࣁを必要と思うਕと思わないਕのҩいはՁかに点を
あて、⼥性のほうがۜ༧教育をण͜るݩܨがঙなく、ۜ༧リτラシーも性よりも྾る傾向があるこ
とや、さらには、⼥性のほうがࢊࣁ運༽などでリスクをඈ͜る傾向がみられることが༹々な研究݃果
で指ఢされていることを়ղした。その上で佐は、⼥ࠫよりもしろ、ਜ਼ޑو༽であるか⾮ਜ਼و
ぼすのではないかٶ理のқࣟにより影響を؇ࢊࣁ運༽やࢊࣁ、形態のほうが༼ޑであるかなどの༼ޑ
とफ़΄た。そして、早い時期からՊఋՌ教育等を学ߏ教育の中でۜ༧教育をߨうことが、ਕ々や
国のগ来により利ӻをもたらす可能性があることに⾔ٶした。 

 ್ਕからの⾮常にັڷいτーϜとそれに関࿊する題ًに、ࢂՅ者の間からも༹々な࣯やコ
ϟントがあがり、⾮常にқٝのある౾をఴ開することができた。そして࠹後にジェンダー研究所所
⻑であるރ୫ཇ⼦教授よりๅࠄ会についての૱ׇの⾔ཁがफ़΄られ、2 時間のๅࠄ会が閉会した。 

担当ʂઍഀ༟ՅʤIGSى ಝ任リγーοフェローʥ 
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▶ 2020 ೧ౕ ࠷ڠϗンφ───────────────────── 

੶Ҭέンςথ໌ࢢ༬教द࠹शٝߪ 

 のϛジティϔՊଔऀճ学ࢴ
ೖธの研究ʀ教育ਫ਼活 
 

ʴೖ時ʵ2020 年 11 ⽉ 8 ೖʤౖʥ15:00〜17:00 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤZoom ウェビナーʥ 

ʴࢥߪʵ⽯井クンツ昌⼦ʤお茶の⽔⼥⼦⼤学名誉教授ʥ 

ʴ主催ʵ⽯井⽣࠹शٝߪ६ඍҗҽ会 

ʴڠ催ʵジェンダー研究所 

ʴ関࿊ࣁྋʵ̡ ⽣活ऀ会Ռ学研究ʳ 27  ߺ

 

 

ʴ開催ๅࠄʵ 

前ジェンダー研究所⻑である⽯井クンツ昌⼦名誉教授のୂىׯ೨の࠹शٝߪがオンライン開催され、
300 名をえる聴衆がࢂՅした。当初は 3 ⽉に本学を会場にしての開催を༩定していたが、新型コロナ
ウィルス感染症の影響によりԈ期となり、実施形態をオンラインにรߍして 11 ⽉開催の運びとなった。 

⽯井教授は 2006 年 4 ⽉の本学教授৮就任以来 14 年間にわたり、教育、研究、⼤学運Өにおいてਜ⼒
され、⼤学の国際Կ、ジェンダー研究のਬ進にも⼒をがれた。ٝߪは、ࣙਐがするʰポジτィϔ
Պଔऀ会学ʱとはՁかの解ઈに始まり、Πϟリカおよびೖ本での研究・教育⽣活を৾りศり、࠹後は、
Յ者へのϟッセージでగめくくられた。hࢂ 私のこれまでのਕ⽣がそうであったように、և༹にはやは
りごࣙਐのさま͡まなݩܨを⼤になさり、そこから⽣まれてくる࣍ـちや学や事に対するϠοϗ
ーションを⼤事にしていただきたいと思います。ɦ という⾔ཁは、とりわ͜ऀ会ਕݩܨをܨて⼤学Ӆで
の研究⽣活に⼊ったӅ⽣たちのৼに響くものであろう。 

オンライン開催ではあったが、ٝߪഓ৶の場には६ඍҗҽ会を構成する⽯井研修྅⽣が集まり、ࢥ
のԻかな交流の༹⼦が֠間⾒られる場もあった。 

するʲ⽣活ऀ会ߨԍおよび⽯井名誉教授のྲྀྼ়ղと業⼀ལは、本学⽣活ऀ会Ռ学研究会がߪ
Ռ学研究ʳ 27 ʤ2021ߺ 年 2 ⽉ 16 ೖߨʥにफされており、本学リポジトリʰTeaPotʱでオンライ
ンޮ開されているʤhttp://www.lib.ocha.ac.jp/oab/42seikatsu/2021-02-16.htmlʥ。 

 

 

▶ 2020 ೧ౕ ࠷ڠϗンφ───────────────────── 

੶Ҭέンςথ໌ࢢ༬教द࠹शٝߪ 

 のϛジティϔՊଔऀճ学ࢴ
ೖธの研究ʀ教育ਫ਼活 
 

ʴೖ時ʵ���� 年 �� ⽉ �� ೖʤೖʥ�����〜����� 

ʴ会場ʵオンライン開催ʤ=RRP ウェビナーʥ 

ʴࢥߪʵ⽯井クンツ昌⼦ʤお茶の⽔⼥⼦⼤学名誉教授ʥ 

ʴ主催ʵ⽯井⽣࠹शٝߪ६ඍҗҽ会 

ʴڠ催ʵジェンダー研究所 

ʴ関࿊ࣁྋʵ̡ ⽣活ऀ会Ռ学研究ʳ ��  ߺ

 

 

ʴ開催ๅࠄʵ 

前ジェンダー研究所⻑である⽯井クンツ昌⼦名誉教授のୂىׯ೨の࠹शٝߪがオンライン開催され、
��� 名をえる聴衆がࢂՅした。当初は � ⽉に本学を会場にしての開催を༩定していたが、新型コロナ
ウィルス感染症の影響によりԈ期となり、実施形態をオンラインにรߍして �� ⽉開催の運びとなった。 

⽯井教授は ���� 年 � ⽉の本学教授৮就任以来 �� 年間にわたり、教育、研究、⼤学運Өにおいてਜ⼒
され、⼤学の国際Կ、ジェンダー研究のਬ進にも⼒をがれた。ٝߪは、ࣙਐがするʰポジτィϔ
Պଔऀ会学ʱとはՁかの解ઈに始まり、Πϟリカおよびೖ本での研究・教育⽣活を৾りศり、࠹後は、
Յ者へのϟッセージでగめくくられた。hࢂ 私のこれまでのਕ⽣がそうであったように、և༹にはやは
りごࣙਐのさま͡まなݩܨを⼤になさり、そこから⽣まれてくる࣍ـちや学や事に対するϠοϗ
ーションを⼤事にしていただきたいと思います。ɦ という⾔ཁは、とりわ͜ऀ会ਕݩܨをܨて⼤学Ӆで
の研究⽣活に⼊ったӅ⽣たちのৼに響くものであろう。 

オンライン開催ではあったが、ٝߪഓ৶の場には६ඍҗҽ会を構成する⽯井研修྅⽣が集まり、ࢥ
のԻかな交流の༹⼦が֠間⾒られる場もあった。 

するʲ⽣活ऀ会ߨԍおよび⽯井名誉教授のྲྀྼ়ղと業⼀ལは、本学⽣活ऀ会Ռ学研究会がߪ
Ռ学研究ʳ �� ����ʤߺ 年 � ⽉ �� ೖߨʥにफされており、本学リポジトリʰ7HD3RWʱでオンライ
ンޮ開されているʤKWWS���ZZZ�OLE�RFKD�DF�MS�RDE���VHLNDWVX������������KWPOʥ。 
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